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本 NVR 内に装着されているコイン型電池は通常ゴミとして廃棄

しないでください。使用済みの電池は適切に処分してください。 

Battery Disposal: This product may contain a battery that cannot be 

disposed of as unsorted municipal waste in the European Union. See 

the product documentation for specific battery information. The 

battery is marked with this symbol, which may include lettering to 

indicate cadmium (Cd), lead (Pb), or mercury (Hg). For proper 

recycling return the battery to your supplier or to a designated 

collection point.  

For more information see: www.recyclethis.info.   
Telephone Number: +32 2 299 96 96 

 

9. 換気の良い場所に置く 

NVR は動作中に大量の熱を作り出す HDD を搭載しています。その結果、運転中にシステムを

冷却するための換気口(上部、底部、両サイド)を塞がないでください。換気の良い場

所に機器を配置してください。 

 

10. 接続された AC アダプタは、1 台の NVR にのみ使用できます 

それ以上の機器を接続すると NVR が不十分な電力のために再起動を繰り返す可能性があ

ります。 

 

11. 装置への水滴や水しぶきを防いでください。 

 

花瓶などの水を含む物体を、NVR や接続機器の上、及び周辺へ配

置しないでください。 

 

 

12. 電池の誤飲事故に注意して下さい。化学やけどを起こします。 

この製品は、コイン/ボタンセル電池が含まれています。コイン/ボタン電

池を飲み込むと、わずか 2 時間で重度の内熱を引き起こし、死に至る

可能性があります。新しい電池や使用済み電池を子供から遠ざけてく

ださい。バッテリーコンパートメントがしっかりと閉まらない場合は、製品

の使用を中止し、子供の手に触れないようにしてください。 

電池を誤って飲み込んだ場合、あるいは、その可能性があ

ると思われる場合は、直ちに医師の診察を受けてください。 

 

13. 必ず NVR に同梱の AC コード，AC アダプタを使用してください。 

14. AC コード、AC アダプタのプラグは奥までしっかり差し込んだことをご確認ください。 

15. 爆発の恐れのある場所で使用しないでください。 

この製品（同梱の AC コード，AC アダプタを含む）を爆発の恐れのある場所で使用

しないでください。 

16. 衝撃や振動にさらさないでください。 

17. 不安定な位置に設置しないでください。 

18. 改造しないでください。 

19. 内部へ異物を入れないでください。 
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20. 使用中に衝撃や振動が発生した場合は動作が正常であるかご確認ください。電源、NVR 本

体、ケーブル類の接続等に異常がないかご確認ください。  
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8 オーディオ出力 
オーディオ出力 

（5kΩ 以上の負荷で使用してください。不平衡仕様） 

9 WAN ポート 
外部ネットワークに接続する遠隔監視用ネットワークインターフェイ

ス。 

10 LAN ポート PoE 対応の電力供給なカメラ接続用ネットワークインターフェイス。 

11 RESET 

リセットボタン。 

Factory Reset : 10 秒長押し。（ﾋﾟｯﾋﾟｯﾋﾟｯﾋﾟｯと鳴るまで）  

※実施した場合、全ての設定はデフォルトの値へ設定されます。

パスワードは消去され再設定する必要がございます。詳しくは、

「5.6.4.6 リセットスイッチ設定」をご覧ください） 

  









TNV-R4PW/R8PW/R16PW ユーザーマニュアル 

17 

第 2 章 NVR の設置・接続 

 

注意：環境条件が仕様範囲に合致していることを確認してください。 

注意：電源環境の悪い場所では、UPS（無停電電源装置）を接続して御利用ください。 

注意：機器が正しくラックや棚に固定されているか御確認ください。 

注意：本機は屋内専用です。 

 

2.1 機器接続例 

 

① 既設の IP カメラを LAN 端子を介して接続することが可能です。 

② PoE ハブを介した既設 IP カメラの接続へ対応しています。 

③ PoE PORTS へ IP カメラを接続します。PoE PORTS は PoE 対応の接続口です。 

④ AUDIO INPUT 端子へアンプ付きマイクの RCA プラグを接続します。 

⑤ アンプ付きスピーカーの RCA プラグを AUDIO OUTPUT へ接続します。 

⑥ センサーデバイスの配線棒端子を SENSOR 端子へ接続します。 

⑦ アラーム受信機を接続の場合は配線棒端子を ALARM 端子へ接続してください。 

⑧ メインモニタを HDMI 端子または VGA 端子へ接続します。 

⑨ 主電源スイッチが OFF であることを確認して、付属の AC アダプタを へ接続し

ます。付属の AC アダプタをコンセントへ差し込むと AC アダプタのパイロットランプが緑色

に光ります。 

⑩ 主電源電スイッチを入れます。NVR が通電すると NVR 本体右上の PWR ランプが緑色へ

点灯します。 

カメラの画角設定基準，設置施工基準等につきましては、 

日本防犯設備協会の技術標準（SES E）を参考にしてください。 

詳しくは日本防犯設備協会へお問い合わせください。 www.ssaj.or.jp 

TEL：03(3431)7301 
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⑪ USB フラッシュメモリ，USB マウスは (USB)端子へ接続します。 

 

注意：実際の接続は、購入された NVR によって異なる場合があります。 

注意：ケーブルに曲げストレスがないかなど十分に御確認ください。 

注意：装置を複数台設置の場合、その間隔は少なくとも周囲 2cm 以上のスペースを空けてく

ださい。 

注意：敷設ケーブに過度な圧迫ストレスがかかっていないか十分に御確認ください。 

注意：雷・サージ対策のため、NVR がアースされることを確認してください。 

注意：曲がったり、傷ついたり、変色した電線は、使用しないで下さい。 
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第 3 章 NVR の 一般的な操作方法 

3.1 付属のマウスを使用する 

 

A) 左ボタン: 

 クリックしてメニューオプションを選択します。  

 分割画面表示でライブ表示中に、チャンネルをダブルクリックして全画面表示にします。チ

ャンネルをもう一度ダブルクリックすると、分割画面表示に戻ります。 

 ライブ表示画面でチャンネルをクリックすると、カメラクイックツールバーが開きます。チャン

ネルをドラッグするとチャンネル配置替えができます 

B) 右ボタン:  

 1 回右クリックして、ライブ表示画面でタスクバーを開きます。 4.2.2 タスクバーをご覧くださ

い。メニュー内で右クリックすると、戻す/閉じる ができます 

C) スクロールホイール: 

 それぞれのメニューでスクロールホイール操作して、メニューの内容を上下移動に使用し

ます。 

 ボリュームコントロールの上にマウスを合わせると、スクロールホイール操作でシステム

音量を上/下することができます 

 録画再生のプログレスバーの上でスクロールホイール操作するとプログレスバーの時間

間隔を狭めたり広げたりできます 
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3.3 パスワード（工場出荷時） 
3.3.1 初期パスワード 

NVR の工場出荷時パスワードは“cctv1212@”（半角小文字英数字記号） となっておりますが、プ

ライバシーを保護するために、パスワードを変更して御使用下さい。ユーザー名とパスワードは記

録し、安全な場所に保存してください。パスワード変更の場合は、「5.6.3.1 パスワードの変更」をご

覧ください。 

 

注意：セキュリティ上、NVR の初期パスワードは変更してご使用下さ

い。 

注意：パスワードを忘れた場合はシステムにログインできなくなりま

す。日頃からパスワードは大切に管理してください。 

注意：予期せぬアクセスを防ぐため、定期的なパスワードの変更実

施を強く推奨します。 
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パターンロックを御設定の場合は、“有効”を選択後に の アイコンをクリッ

クします。次にロック解除の際に使用するパターンをマウス操作で設定します。 

画面の指示に従って御設定下さい。 

パターンロック解除の際はパターンと書き順が共に一致する必要があります。 

    

 

注意：パターンロックは 4 点以上の一筆書きで作成される必要がございます。 

注意：パターンロック解除の際は書き順につきましても一致する必要がございます。 

 
⑧ [適用]をクリックします。 

⑨ 次に、“ダイアログ”画面が表示されます。このダイアログではパスワードをお忘れの際の万が

一の場合に備えてパスワードリカバリ設定が可能です。設定される場合は、「3.3.3 パスワードリ

カバリ設定（RecoverPwdDialog）」をご覧ください。 

 
 

⑩ 設定したロック解除パターン又はパスワードを入力します。正しく入力されますとライブ画面へ

移行します。 
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注意：パスワードを忘れた場合はシステムにログインできなくなりま

す。日頃からパスワードは大切に管理してください。 
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3.3.4 パスワードリカバリ認証（RecoverPwdAuthDialog） 

これは、パスワードリカバリ（“RecoverPwdDialog”）を設定された場合のみ有効です。 

（詳しくは、「3.3.3 パスワードリカバリ設定（RecoverPwdDialog）」をご覧ください） 

 

①パターン入力画面の場合は[パスワード]をクリックし、パスワード入力画面へ移行します。 

  

②[パスワードをお忘れですか]をクリックします。 

③[検証モード]で希望のパスワードリカバリ方法を選択してパスワードリカバリを行います。 

 新しく設定するパスワードを“パスワード”と“確認”へ入力して[OK]をクリックします。 

(セキュリティ質問の検証) セキュリティ質問に答えます。全問正解（３つ）する必要がござい

ます。 
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3.4 USB フラッシュメモリーを本機でフォーマッ

トする 

注意：本機で使用可能な USB フラッシュメモリーは総容量 128GB までの

ものとなっております。 

注意：USB フラッシュメモリーフォーマットを行いますと、その USB フラッ

シュメモリー内全てのデータが消去されますのでご注意ください。 

注意：故障の原因となりますので、USB フラッシュメモリーフォーマット

期間中はシステムの電源を落とさないようにご注意ください。 

注意：故障の原因となりますので、USB フラッシュメモリーフォーマット期

間中は本機から USB フラッシュメモリーを取外さないようにご注意

ください。 
 

本機で使用する USB フラッシュメモリーは、本機の検索画面内の“ビデオクリップ－バックアップ”又

は、本機の検索画面内“手動キャプチャ”より USB フラッシュメモリーの FAT32 形式フォーマットが

可能です。 

USB フラッシュメモリーフォーマットを行いますと、その USB フラッシュメモリー内全てのデータが消

去されますのでご注意ください。 

なお、“ビデオクリップ－バックアップ”画面（検索画面内）の表示方法につきましては、「6.1.1.1 ビデ

オクリップのバックアップ」をご参照ください。“手動キャプチャ” 画面（検索画面内）の表示方法につ

きましては、「6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静止画バックアップ）」をご参照ください 

1. フォーマットする USB フラッシュメモリーを本機の USB 挿入口へしっかり挿入します。この際、誤

操作防止のためにフォーマットする USB フラッシュメモリー以外の USB フラッシュメモリーを本

機へ挿入しないでください（誤操作防止のために同時に複数の USB フラッシュメモリーを本機へ

挿入しないでください）。 

2. “ビデオクリップ－バックアップ”画面（検索画面内）又は“手動キャプチャ” 画面（検索画面内）を

表示して画面左下の [フォーマット]ボタン をクリックします。 

3. USB フラッシュメモリーフォーマット実行確認画面が表示されます。[OK]ボタン をクリックして続

行します。 
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4. USB フラッシュメモリーフォーマット実行中はバックアップ画面下へ、フォーマットの進行状況が表

示されます。USB フラッシュメモリーフォーマットが完了しましたら、進行状況表示が 100%を表示

後に進行状況表示（進行状況表示バー）が消えます。 

 

注意：故障の原因となりますので、進行情報（進行状況バー）の表

示期間中は本機から USB フラッシュメモリーを取外さないよう

にご注意ください。 
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他、“ビデオクリップ－バックアップ”，“手動キャプチャ”以外でも、音声警告の音声インポート画面，

システムのアップグレード画面，システムのパラメータ管理画面からでも USB フラッシュメモリーの

FAT32 形式フォーマットが可能です。 
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3.5 本体裏面のリセットボタン 

注意： ハードリセットは、パスワードのリセットだけでなく、すべてのシス

テム設定が初期値に戻されます。 

本体裏面のリセットボタンでハードリセットが可能です。 

ハードリセットを行うには、本機がビープ音を鳴らすまで、小さなピンで Reset ボタンを 10 秒間長押

ししてください。 
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第 4 章 NVR 起動 

NVR 立ち上げの最初には起動スプラッシュ画面が表示されます。 

 

 

 

 

起動スプラッシュ画面の表示後、出力解像度設定の自動認識が有効化されていて高解像度モ

ニタを御利用の場合は次のプロンプト画面が表示される場合がございます。 “OK”をクリック致

しますと高解像度出力でご利用いただけます。このプロンプト画面は、出力解像度設定の自動

認識が有効化されていない場合は表示されません。詳しくは、「5.6.2.1 画面出力（ライブ出力）」

をご覧ください。 
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4.1 起動ウィザード 
起動ウィザードを使用することで、NVR の最低限必要なシステム構成を簡易に行えます。 

4.1.1 起動ウィザード － スタートウィザード 

[スタートウィザード]をクリックして次の手順に進みます。 
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4.1.2 起動ウィザード － ネットワーク設定 

4.1.2.1 起動ウィザード － ローカル接続 

  

 

・固定 IP の場合（手動設定） 

IP アドレス: IP アドレスはネットワーク内の NVR を識別します。0 から 255 までの 4 つのグ

ループから成り、ピリオドで区切られます。（例‟192.168.001.100”） 

サブネット マスク: サブネット マスクは、ネットワークで使用できる IP アドレスの範囲を定義す

るネットワーク パラメータです。サブネットアドレスは、ピリオドで区切られた

4 つのグループの数字で構成されています。（例"255.255.255.000"） 

ゲートウェイ: このアドレスは、NVR がインターネットにアクセスできるようにします。ゲート

ウェイアドレスの形式は IP アドレス と同じです。（例"192.168.001.001"） 

DNS1/DNS2: DNS1 はプライマリ DNS サーバで、DNS2 はバックアップ DNS サーバで

す。 少なくとも、DNS1 は必ず設定する必要があります。DNS1 から参照

されます。 

 

・DHCP の場合 

DHCP ボックスをチェックしてください。ルーター※は、NVR のすべてのネットワークパラメータ

を自動的に割り当てます。 

※ DHCP モードを使用する場合、ネットワーク上に DHCP サーバの機能のあるルーターなどが

必要です。 

 

・LAN ケーブルを接続しない場合は次の値を御利用下さい。 
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4.1.2.2 起動ウィザード － ポート 

※ネットワークポートが競合する場合はネットワーク管理者と協議の上、適宜変更してください。 

Http/Https/RTSP:これは、NVR にリモートでログインする場合 (Web クライアントを使用する場

合など) に使用するポートを設定します。遠隔監視で必要なポートはデフォ

ルトで 80 です。ONVIF のポート番号はこちらで設定したポート番号が使用

されます。 

クライアント: これは、NVR が(スマートフォンアプリを使用するなど)を介して情報を送信するた

めに使用するポートです。遠隔監視で必要なポートはデフォルトでは 9000 です。 

内部ポート：LAN 側（ルーターの内側）で使用するネットワークポート番号です。 

外部ポート：WAN 側（ルーターの外側）で使用するネットワークポート番号です。UPnP 機能を使用

して外部ポートのマッピングを手動設定する場合に設定します。 

UPNP: Web クライアントを使用して NVR にリモートでログインする場合やスマートフォンアプリ

を使用する場合は、ルーターでポート転送（ポートフォワーディング）設定を行う必要が

ありますが、ルーターが UPnP をサポートしている場合は NVR が UPnP 機能を用いる

ことでルーターへポート転送（ポートフォワーディング）設定が行えます。外部ポート番号

を自動で行う場合は‟マッピングプラン”を[自動]へします。外部ポート番号を手動で行う

場合は‟マッピングプラン”を[手動]へ設定し、“外部ポート”へ外部のポート番号を設定

して下さい。設定後、ポート転送（ポートフォワーディング）が正常に機能しているかを確

認してください。 

 

 

 

4.1.2.3 起動ウィザード － PPPoE 

 

これは、NVR を“フレッツ光”や“フレッツ ADSL‟などのモデムを介してインターネットへ直接接続

する場合に使用します。[PPPOE 起動] チェックボックスをオンにし、PPPoE のユーザー名とパス

ワードを入力します。 

 

 

 

※ “フレッツ光”、“フレッツ ADSL”は東日本電信電話株式会社および西日本電信電話株式会社

の登録商標です。 
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4.1.3 起動ウィザード － 日時 
このメニューでは、日付，時刻，日付形式，時刻形式，タイムゾーン，NTP，サマータイムを設定で

きます 

4.1.3.1 起動ウィザード － 日付と時刻 
カレンダーアイコンをクリックして、現在のシステム日付を設定します。 

 

日付: カレンダーアイコン をクリックして、シ

ステム日付を設定します。  

時間: 時刻を設定する場合にクリックします。 

日付表示形式: ドロップダウンメニューから選

択して、表示する日付形式を設

定します。 

時刻表示形式: 24 時間と 12 時間（AM/PM

表記）の時間形式を選択しま

す。 

タイムゾーン: 日本標準時である「GMT+09:00」に

設定します。 
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4.1.3.2 起動ウィザード － NTP 
NTP(ネットワークタイムプロトコル)機能により、NVR は自動的にクロックをタイムサーバと同期させ

ることができますこれにより、正確なシステム時間を設定できます NTP 機能を使用するには、NTP

サーバにアクセスするためのネットワーク環境が必要です。 

注意：NTP 機能が有効になっている場合、システムは 毎日 00:07:50 とシステムの起動時にシス

テム時刻を更新します。 

 

 

[NTP 有効]ボックスをオンにし、NTP サーバを選択します。 

 

注意：NTP 機能を有効にした際は、[今すぐ更新する]ボタンで NTP 機能の動作確認を実施して下

さい。 
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4.1.3.3 起動ウィザード － サマータイム 

日本ではサマータイム（DST）の設定は不要です。 

必要に応じて御設定下さい。 

 

DST 起動: 御使用の地域で夏時間 (サマータイム) が実施される場合は有効にします。 

時間オフセット: サマータイム のオフセット時間を選択します。 

サマータイム: 夏時間を週または日で設定します。 

開始時刻 / 終了時刻: 夏時間の開始時刻と終了時刻を設定します。 
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・IP アドレス/ドメイン :IP カメラの IP アドレスまたはドメイン 

・カメラ名: IP カメラの名前 

・ポート: IP カメラのポート 

・プロトコル:ドロップダウンメニューから IP カメラのプロトコルを選択します。 

 

・ユーザー名:  IP カメラのユーザー名 

・パスワード: IP カメラのパスワード 

・チャンネルのバインド: 登録先 CH を選択します。 

 

また、 ボタンをクリックして、個々の IP カメラを 1 台に追加することもできます 
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④IP カメラが追加されたことを御確認下さい。 
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POE モード 
（この場合、非 PoE ポートへマッピング中ため PoE

機能は使用されません。“自動”のままにします） 

カメラ名 IP カメラ名 

IP アドレス/ドメイン IP カメラのアドレス又はドメイン 

サブネットマスク IP カメラのサブネットマスク 

ポート IP カメラのポート 

プロトコル 

IP カメラのプロトコルを次から選択可能です。 

 

ユーザー名 IP カメラのユーザー名 

パスワード IP カメラのパスワード 

 

 

注意：登録した IP CH の状態表示をご確認ください。 
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4.1.5 起動ウィザード － ディスク（HDD 内蔵ストレージ） 

 

上書き設定:  HDD がいっぱいになったときに、HDD の古い録画を上書きするには、このオプショ

ンを使用します。たとえば、[7 日間]を選択した場合、HDD 上の最新の 7 日間の録

画のみが保持されます。このオプションの日数は、[1 日間]，[3 日間]，[7 日間]，[14

日間]，[30 日間]，[90 日間]，[自動]が選択可能で、このオプションを使用しないよう

に、[オフ]も選択できます。（古い録画が上書きされないようにするには、[オフ] を

選択します）。[オフ]へ設定した場合は HDD が満杯になると録画が停止してしまい

ますので、定期的に HDD が満杯ではないかを確認し、満杯による録画停止にご注

意下さい。 

ネットワーク HDD:  NFS, SMB/CIFS タイプに対応しており、どちらか 1 パーティションを追加でき

ます最大 8TB まで。全てのパラメーターを入力する必要があります。ご利用

前にテストボタンで動作を確認してください。詳しくは、「5.5.1.2 ネットワーク

HDD（NAS）」をご覧ください。 

  

（ネットワーク HDD 登録後の編集 画面の表示例） 
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4.1.6 起動ウィザード － メインモニタ出力解像度 

モニタに一致する出力解像度を選択します。NVR は、出力解像度設定の自動認識が有効化さ

れているとシステムの起動時にモニタの最適な解像度に合わせて出力解像度を自動的に調整

することをサポートします。詳しくは、「5.6.2.1 画面出力（ライブ出力）」をご覧ください。 

  

4.1.7 起動ウィザード – モバイル 
NVR に P2P ID が付属している場合は、スマートフォンアプリで QR コードをスキャンして NVR をリ

モートで表示できます P2P については「5.4.4 P2P」をご参照ください。 

※QR コードは P2P スイッチが有効になっている場合に表示されます。 
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（P2P オフの場合 表示例） 

 

 

（P2P オンの場合 表示例） 
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4.1.8 起動ウィザード － 概要 
 

開始ウィザードで設定したシステムの概要情報を確認し、ウィザードを終了できます 

次回システムを再起動したときにウィザードの起動を表示しない場合は、[次回このウィンドウを表示

しない]チェックボックスをオンにします。 

[完了]ボタンをクリックして保存して終了します。 

 

 





TNV-R4PW/R8PW/R16PW ユーザーマニュアル 

55 

HDD エラーアイコン： 

 

HDD がインストールされていないまたはエラーであることを示します。 

 

HDD がフォーマットされていない状態であることを示します。 

 

HDD がいっぱいであることを示します。 

 

HDD が読み取り専用であることを示します。 

 

チャンネルエラーメッセージ： 

ビデオロス 

アナログカメラの映像を受像できていません。 

注意：“ビデオロス”表示はビデオロス異常アラーム設定

で“メッセージ表示”が有効の場合に表示されま

す。（設定方法につきましては、「5.3.5 異常」をご

参照ください） 

カメラなし カメラが接続解除されています。 

カメラに接続でき

ません。ネットワ

ーク接続を確認し

てください！ 

この IP カメラへ接続できません。この IP カメラはオフラインです。または

ネットワーク接続、この IP カメラの接続情報を確認してください。 

アイコンをクリックすると IP カメラの接続情報を編集可能です。 

リソース不足です 

サブストリームをお試しください。又はカメラ映像の解像度を落としてお試

しださい。 

注意：MJPEG デコードを使用しているカメラが 2 台以上ある場合、

同時にエンコードできるのは 1 台のみです。 

デコードに失敗し

ました 
この IP カメラの圧縮規格をサポートしていません。 

 ：クリックして クイック追加 メニューを開き、IP カメラを追加します。 

：クリックすると現在の IP カメラを編集可能です。 

  





TNV-R4PW/R8PW/R16PW ユーザーマニュアル 

57 

 
クリックして PTZ コントロール パネルに入ります。 

 

クリックすると、チャンネルが拡大表示されます。マウスのホイールボタン

でスクロール操作すると、拡大・縮小ができます。 

 

クリックしてチャンネルの画像の色を調整します。画像の色相、明るさ、コ

ントラスト、彩度を調整できます。 

 

クリックすると、その IP チャンネルのライブ画面のストリーム切替え（メイン

ストリーム/サブストリーム）ができます。 

 
クリックすると双方向の音声通信が開始されます。 

 

カメラに白色 LED が搭載されている場合、このボタンをクリックすると LED

の点灯・消灯ができます。 

 

カメラにスピーカーが内蔵されている場合、このボタンをクリックすると、ア

ラーム音のオン/オフができます。 

 

カメラに警告灯の LED がある場合、このボタンをクリックすると LED の点

灯・消灯ができます。 

 

クリックしてカスタムタグを追加します。タグを追加することで、あなたの録

画検索をサポートします。詳しくは「6.1.6 タグ検索」をご覧ください。 
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4.2.3 スタートメニュー 
スタートメニューを使用すると、スイッチユーザー、検索＆再生、システム設定メニューの入力、画面

のロックとロック解除、シャットダウン、再起動、システムのログアウトを行うことができます。 

 

 

  

 

現在のログインユーザー。マルチユー

ザーを有効にするには、 5.6.3 マルチ

ユーザーをご覧ください。 

 

検索と再生。 

第 6 章の検索、再生、バックアップの詳

細をご覧ください。 

 

NVR システムの設定。 

第 5 章の NVR システムの設定をご覧

ください。 

 

 

ロックとロック解除画面。 

4.2.3.1 画面のロック解除とロックをご覧

ください。 

 

システムをシャットダウン、再起動、ログ

アウトします。4.2.3.2 シャットダウンをご

覧ください。 
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4.2.3.1 画面のロック解除とロック 

デフォルトでは 1 分間 NVR のメニュー操作が無い場合、画面は不正

な OSD 操作を保護するためにロックされます。 

必要に応じて、画面操作を手動でロックすることもできますこれを行う

には、スタートメニューに移動し “画面ロック”をクリックします。 

システムがロックされている場合は、 “ロック解除”をクリックしてシ

ステムのロックを解除し、操作を行うことができます。 
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4.2.3.2 シャットダウン 
 

スタートメニューから [シャットダウン] ボタンをクリックし、処理方法を選択します。 [OK]ボタンをク

リックすると、認証のために管理者パスワードを入力する必要があります。 

   

   

“ログアウト” を選択すると、ライブ表示画面が消えます。さらに操作を行うには、システムにログイ

ンする必要があります。ユーザーを選択する場合はパスワードログインする必要がございます。パ

スワードログイン画面へ切替える場合は ボタン をクリックします。 

ロック解除パターンでのログインの場合は “admin” でのログインとなります。 
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5.1 チャンネル 
このセクションでは、ライブビュー表示，IP カメラの管理，IP カメラの画像の調整，PTZ 設定，モーシ

ョン設定，変換モードなど接続カメラの設定をすることができます。 

[本体] 

 

 

注意：IP カメラの登録が済みましたら、状態表示をご確認ください。 
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・IPv4 アドレス(LAN1)/ドメイン :IP カメラの IP アドレスまたはドメイン 

・カメラ名: IP カメラの名前 

・ポート: IP カメラのポート 

・プロトコル:ドロップダウンメニューから IP カメラのプロトコルを選択します。 

 

・ユーザー名:  IP カメラのユーザー名 

・パスワード: IP カメラのパスワード 

・チャンネルのバインド: 登録先 CH を選択します。 

また、 ボタンをクリックして、個々の IP カメラを 1 台に追加することもできます 
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⑦ ボタンについて: 追加された IP カメラは、その IP アドレスが NVR と

同じネットワークセグメントになければ接続できません。 を使用する

ことで追加されたすべての IP カメラへ IP アドレスを再割り当てすることができます 

 

注意：追加されたすべての IP カメラへ を使用して IP アドレスの再

割り当てを行うには、それらすべての IP カメラのユーザー名とパスワードが同じであ

る必要がございます。 

 

⑧ ボタンについて： 追加済みの非 POE の CH チャンネルの IP カメラをチ

ェックして ボタンをクリックしますと、その IP カメラ CH の登録を解除しま

す。 アイコンも同じ機能を提供いたします。 

 

⑨ アイコンについて： 複数のストリームが存在する場合に検索結果の編集列へ表示され

ます。ご登録の際は登録対象のストリームを御選択ください。 
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③ アイコンについて： IP カメラ自体の設定を修正可能です。 

 
 

④  アイコン： 登録のある IP チャンネルの状態列へ表示されます。緑色アイコンの

場合は IP カメラの映像を確認できますグレーアウトしている場合は IP カメラへ接続できない

ことを示します。この場合はネットワーク環境，ネットワークの設定状況，IP カメラの設定状況

をご確認下さい。 
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⑤ : 画面下部のこの“表示”をチェックしますと、登録されている IP カメラチャンネ

ルのパスワード列が追加され、登録されている IP カメラチャンネルのパスワードを一覧表示で

きます 
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5.1.2 POE 電源 
本機 PoE ポートの PoE 使用状況が確認できます 
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レンズフリップ 

 

アングルフリップ 

鏡像を選択します。 

[表示例] 

 

バックライト 

強い入射光による映像潰れを軽減します。この方法には３種類の補正方

法がございます。映像を確認しながら適切な制御方法を御選択下さい。ま

た、補正レベルを、制御方式に合わせて出現したスライドバーで設定して

下さい。実際の条件によって調整を行ってください。“バックライト”を御選

択の場合は“BLC エリア（バックライト補正エリア）”を併せて設定します。

実際の条件によって調整を行ってください。 

WDR： WDR 制御を用います。 

 

HLC： HLS 制御を用います。 

 

BLC： バックライト（BLC）制御を用います。 

 

 

無効： 一切バックライト制御を行いません。 

ホワイトバランス 

通常は環境光等により時間とともにホワイトバランスは変化するため、”自

動”を使用します。 

自動： ホワイトバランスは自動調整されます。 

マニュアル： ホワイトバランスを手動で設定できます出現した赤，緑，

青のスライドバーでホワイトバランスを調節します。 

 

  

CCTV （なし） 

レンズフリップ 

 
アングルフリップ 

 
レンズフリップ＆アングルフリップ 
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シャッター 

シャッタースピードを設定します。 

自動： シャッタースピードは自動調整されます。 

マニュアル： シャッタースピードを手動調整します。露出時間で

設定します。 

露出時間 

露出時間を設定します。 

フリッカーレスは IP カメラが対応している場合に使用できます 

 

 

3D ノイズリダクション 

映像のノイズ除去機能を設定します。実際の条件によって調整を

行ってください。 

無効： 映像のノイズ除去を行いません。 

自動： 映像のノイズ除去を行います。ノイズ削除レベルは自動

設定されます。 

マニュアル： 映像のノイズ除去を行います。ノイズ削除レベルは出

現したスライドバーで調節します。 

 

デフォグモード 

無効： 霧で霞んだ映像の補正を行いません。 

自動： 霧で霞んだ映像を補正します。デフォグレベルは自動調整さ

れます。 

手動： 霧で霞んだ映像を補正します。デフォグレベルは手動設定し

ます。 

 

  

フリッカーレス 
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5.1.5 PTZ の設定 

このメニューでは、ドームカメラの PTZ(パン チルト ズーム)設定を行うことができます 

設定の際はカメラの説明書をご覧ください。 

 

チャンネル: チャンネル名 

信号タイプ:アナログ[RS-485]またはデジタル[IP]。 

 

＜アナログ[RS-485] の場合＞ 

プロトコル: PTZ 対応カメラと NVR 間の通信プロトコルを選択します。Pelco-D または Pelco-P。 

ボーレート:  NVR から PTZ 対応カメラに送信される情報の速度。 PTZ 対応カメラの互換性レベル

と一致していることを確認します。 

データビット / ストップビット:  NVR と PTZ 対応カメラの間の情報は、個別のパッケージで送信さ

れます。 データビットは送信されたビット数を示し、ストップビットは

パッケージの終了と次の (情報) パッケージの先頭を示します。デ

ータビットで使用可能なパラメータは、8、7、6、5 で、ストップビット

で使用可能なパラメータは 1 または 2 です。   

パリティ: エラーチェック用です。この設定を構成するには、PTZ 対応カメラのマニュアルを参照して

ください 。 

アドレス: PTZ システムのコマンドアドレスを設定します。各 PTZ 対応カメラは、適切に一意のアド

レスを必要とすることに注意してください。 
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15 サムネイル サムネイル サムネイル表示 

16 名称 名称 プリセット名称 

17 
 

自動焦点 （IPC）オートフォーカスを実行します。 

18 
 

復旧 
（IPC）ズーム/フォーカスをデフォルトの位置に戻しま

す。 





TNV-R4PW/R8PW/R16PW ユーザーマニュアル 

88 

5.1.6 モーション: パラメータ設定 
このメニューでは、モーション検知のパラメータを設定できます 

モーション検知時のカメラ映像/画像が添付された E メールアラートを送信したり (このオプション

が有効になっている場合)、スマートフォンアプリを介してプッシュ通知を送信したりすることが可

能となります。 

 

 
 

 

設定: アイコンをクリックして設定画面へ移動します。 

スイッチ: モーション検出を有効または無効にします。 

感度: 感度レベルを設定します。レベル 1 は最低感度レベル、レベル 8 は最高感度レベルです。 

 

モーション検出領域: モーション検出する範囲の

透明ブロックをクリックまたはドラッグして赤いブ

ロックへ設定します。赤いブロックは検出される

領域です。赤いブロックをクリックまたはドラッグ

すると透明ブロックとなります。透明ブロックの部

分は検出されない領域です。 

[すべて選択]をクリックするとすべてのブロックが

赤いブロックとなり、全ての領域が検出領域とな

ります。 

[すべてクリア]をクリックするとすべてのブロック

が透明ブロックとなり、全ての領域が未検出領域となります。 

 

【ご注意ください】 

・“モーション”検出に未対応の IPC の場合は、“モーション” 検出をご利用いただけません。 

・AI 未対応の IPC では“ターゲット検知”の項目で “モーション”以外を選択しないでください。 
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ターゲット検知： 本機のモーション機能はモーションの検知対象を設

定可能です。既定値の“モーション”をご選択の場合は全ての物体の

モーション（従来のモーション機能をご利用の場合は“モーション”をご

選択下さい）を検知します。 

“モーション”以外をご設定の場合で感度レベルを上げた場合は同時

に誤認識の確率も上がりますので動作確認してご利用ください。 

また、感度を上げても検知精度は変わりません。 

 

 

 

設定が完了したら、マウスの右ボタンをクリックして戻り、[適用]をクリックしてエリア設定を有効にし

ます。 

 

 

  

【ご注意ください】 

・AI 未対応の IPC では“ターゲット検知”の項目で “モーション”以外を選択しないでください。

モーション検出できなくなります。 
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5.1.6.1 モーション: アラーム設定 
[ アラーム ]ボタンをクリックして、動き検出アラーム機能を設定します。 

 

ブザー  :NVR は、アラーム音を発するために、NVR の内部ブザーを使用することができますモ

ーションが検出された場合、ブザーの継続時間を秒単位で設定できます 

アラーム出力: NVR から外部へトリガ発信できます。（外部アラーム）。 トリガの出力期間はラッチタ

イムで設定します。 

ラッチタイム: モーションが検出された場合の外部アラーム時間を設定します。 

録画 : アイコンをクリックし、モーション検出が トリガされたときに記録するチャンネルを選択し

ます。 

 

録画継続時間: イベント発生後、NVR が記録を継続する期間を設定できます 

推奨される録画時間は 30 秒ですが、最大 5 分まで設定できます 

メッセージ表示 : モーションが検出されたときに、ライブビュー画面に アイコンを表示する場

合はチェックボックスをオンにします。 

メール送信: モーションが検出されたときに、NVR に自動でメールを送信させることができます

メールの設定については 5.4.3 メールをご覧ください。 

FTP 画像送信: モーションが検出されたときに、チャンネルの画像を FTP サーバにアップロードし

ます。FTP を有効にするには、 5.5.3 FTP を参照してください。 

FTP 動画送信: モーションが検出されたときに、チャンネルの映像を FTP サーバにアップロードし

ます。FTP を有効にするには、 5.5.3 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信: モーションが検出されたときに、チャンネルの画像をクラウドにアップロードしま

す。クラウド機能 を有効にするには、5.5.2 クラウドストレージを参照してください

。 

クラウド動画送信: モーションが検出されたときに、チャンネルの映像をクラウドにアップロードしま

す。クラウド機能 を有効にするには、5.5.2 クラウドストレージを参照してください

。 
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全画面表示: （メイン画面出力の SPOT 機能設定）この機能が有効で、チャンネル内でモーシ

ョンが検出されると、そのチャンネルが全画面表示されます。 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で

案内する音声を変更できます“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定につい

ては、「5.3.8 音声警告」を参照ください。 

 

 

5.1.7 人感センサー：パラメータ設定 
（使用しません） 

5.1.7.1 人感センサー：アラーム設定 
（使用しません） 
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5.1.8 プライバシー設定 
このメニューでは、映像へプライバシーゾーンを作成できますカメラ映像上の任意のサイズと場所

へ最大 4 箇所 のプライバシーゾーンを作成できます 

プライバシーゾーンを有効 にして、必要なゾーン数を選択します。 

ゾーンは「赤いボックス」として表示されます。赤いボックスの端をクリックし、任意のサイズにドラ

ッグしてプライバシーゾーンを作成します。 

 

注意： 設定したプライバシーゾーンの領域は、ライブビューと録画ビデオの両方で非表示になりま

す。 

注意： IP カメラがこのプライバシーゾーン機能へ対応している必要がございます。 
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5.1.10 ROI 

ROI 機能は、ビットレートが一定の条件下で、設定した領域の画質を向上させ、その領域以外の画

質を低下させることで、設定した領域の鮮明度を確保することを目的としています。 

この機能は、選択された領域の画像エンコード品質を向上させ、選択された領域以外のエンコード

品質を低下させることで この機能は、選択された領域のエンコード品質を向上させ、選択された領

域以外のエンコード品質を低下させることで、ビットレートが一定の条件下で、特に注目すべき領域

の画像の鮮明度を確保することを目的としています。 

注意： ROI 機能は IP カメラ側でサポートされている必要があります。また、H.264+と H.265+のエン

コード方式と同時に使用することはできません。 

 

 
 

   
 

設定: アイコンをクリックして設定画面へ移動します。 

チャンネル: 構成するチャンネルを選択します。対応している IP カメラの IP CH だけが選択可能で

す。 

ストリームタイプ: 構成するストリーム（メイン/サブ）を選択します。IP カメラによってはトライストリー

ムを選択可能な場合がございます。 

Region  ID: リージョン ID。構成するリージョン ID を選択します。リージョン ID は最大 8 個まで設定

可能です。また、選択したリージョンの“Region ID”と“Enable Region”パラメータは相互

に独立しており、別々に設定する必要があります。 
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Enable Region: 選択したリージョン ID について ROI 機能を有効にするには、 にします。選択し

たリージョンの“Region ID”と“Enable Region”パラメータは相互に独立しており、別々

に設定する必要があります。 

ROI Level: 選択した領域の画質を設定するために使用します。“ROI Level”を上げると、より鮮明で

滑らかになります。 

Non-ROI Fps: 選択した ROI 領域以外のフレームレートを設定します。 

エリア:選択したリージョン ID の ROI 領域を削除するには にします。 

（  ⇒ で選択したリージョン ID の ROI 領域の領域がリセットできます。） 

 

パラメータの設定後は、[適用] をクリックして設定を保存して適用させます。 
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5.2 録画設定 
このメニューは、録画パラメータを設定することができます 

ストリーム 

メイン 〇 

サブ 〇 

モバイル IPC が対応している場合にご利用可能です。 

音声 IPC が対応している場合にご利用可能です。 

 

5.2.1 エンコード 
このメニューで、各ストリームの画質等を設定します。 

一般的に、メインストリームは、HDD に保存される録画ビデオ品質を定義します。サブストリーム

は、Web クライアントや CMS など、リモートアクセスを介して表示されるビデオ品質を定義します。

モバイルストリーム は、スマートフォンデバイス経由でリモートアクセスを介して表示されるビデオ

品質を定義します。 

 

解像度 : 解像度を設定します。 

FPS（フレームレート）: このパラメータは、NVR が記録する 1 秒あたりのフレーム数です。 

ビデオエンコードタイプ:  ‟H.264“または‟H.265”を選択します。IPC が対応していないビデオエン

コードタイプは選択できません。 

＜H.264 と H.265 について＞ 

H.265 は H.264 のおおよそ 50％～75％のビットレートで同じ映像品質を保つことが可能な

映像フォーマットです。 

① H.265 と H.264 で同じビットレートで録画した場合、H.265 録画の場合は H.264 録画

の場合に比べてブロックノイズ耐性がおおよそ 25～50％向上します。 

② H.264 録画で映像品質に問題の無かった（ブロックノイズが発生しなかった）ビットレー

トであれば、H.265 録画で 50～75％のビットレートに抑えることが可能です。 
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ビットレート制御: “可変ビットレート(VBR)”または‟固定ビットレート(CBR)”を選択します。基本的

には VBR の方がおすすめです。 

＜VBR と CBR について＞ 

動きの少ない映像ならば VBR の方が容量を圧縮でき、動きが多い映像ならば CBR の方

が安定した容量になります。具体的には、灰色の壁のような単純なシーンの場合は、“可

変ビットレート(VBR)”を、交通量の多い通りなどより複雑なシーンには、‟固定ビットレート

(CBR)”と使い分ける場合が多いです。しかし、CBR の場合、撮影映像に対して設定した

ビットレート値が低いと（適切でなかった場合）映像が崩れる場合がございます。このため、

基本的には VBR の方がおすすめです。 

ビデオ品質: “可変ビットレート(VBR)”の場合に設定します。 

 

ビットレートモード: ビットレートを自分で設定したい場合は、“入力式”を選択します。定義済みの

ビットレートを選択する場合は、“選択式”を選択します。‟固定ビットレート(CBR)”

の場合は常にこちらで設定したビットレートを目標に動作します。“可変ビットレー

ト(VBR)” の場合は複雑なシーンの場合でもこちらで設定したビットレートの範囲

内に収めるよう動作します。 

ビットレート: より高いビットレートでエンコードされた録画は、より良い品質になります。 

推奨範囲 

1024kbps～6144 kbps 

音声:  このオプションを選択すると録画に音声を含めます。このオプションを選択する場合は、

アンプとマイクを IPC に接続してご利用ください。 

 

ETR:  このオプションを選択すると、このチャンネルへアラーム用（モーションまたは I/O アラーム

や AI 等といったのトリガ）の、最大フレームレートとビットレートが設定できます 

5.2.2 録画 
このメニューでは、チャンネルの録画パラメータを設定できます 

【ご注意ください】 

・あくまで音声はカメラからのストリームだけで、NVR のラインインはライブのトーク

バックでしか使えません。 
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5.2.2.1 録画 

 

録画スイッチ:  このチャンネルで録画を有効にする場合にチェックを入れます。 

ストリームモード:  録画を行うストリームを選択します。 [デュアルストリーム] を選択すると、シス

テムはメインストリームとサブストリームの両方で録画します。 

プレ録画:  このオプションが有効な場合、アラームイベント発生の 2～3 秒前から録画を開始しま

す。プライマリ録画タイプがモーションまたは I/O アラームベースの場合は、このオプショ

ンを使用します。 
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5.2.2.2 録画スケジュール 
このメニューでは、NVR がビデオを録画するタイミングを指定し、各チャンネルの録画モードを定義

できます録画スケジュールでは、通常の（連続)録画、モーション録画、I/O アラーム録画、人感セン

サー録画(サポートしている場合)によって、毎日と毎時などのスケジュールを設定できます 

録画モードを設定するには、まず、設定するチャンネルを選択します。 

録画モードラジオボタン(連続、モーション、IO、人感センサー)をクリックしてから、マウスでクリックま

たはドラッグしてブロックへ色付けます。録画モードラジオボタンの色とブロックの色は対応していま

す。 

色付のブロックをクリックまたはドラッグすると黒色ブロックとなります。黒色ブロックの部分はいずれ

の録画モードが無効となり録画しません。 

録画スケジュールを他のチャンネルでも使用する場合は、“コピー機能”を使用します。[適用] をク

リックして設定を保存します。 

 

チャンネル:  チャンネルを選択して、その録画パラメータを設定します。 

連続   :  タイムブロックが緑色に設定されている場合、チャンネルはそのタイムブロック

で連続録画を実行することを示します。 

モーション   :  タイムブロックが黄色でマークされている場合、チャンネルは、その時間

帯にモーションが検出されたときにのみ、チャンネル録画を実行することを示

します。 

IO アラーム   :  タイムブロックが赤色に設定されている場合、これは、その時間帯にセン

サーが トリガされたときにのみチャンネル録画を実行することを示します。 

人感センサー   : （この機能は使用しません） 

[録画なし]  :  黒のみのタイムブロックは、いずれの録画スケジュールがないことを意味しま

す。 

  



TNV-R4PW/R8PW/R16PW ユーザーマニュアル 

99 

5.2.3 キャプチャ 
このメニューは、画像キャプチャ機能を設定することができます 

5.2.3.1 キャプチャ 

 

自動キャプチャ:  チャンネルでの自動キャプチャを有効または無効にします。 

通常間隔:  通常の録画（連続録画）で画像をキャプチャする時間間隔 。 

アラーム間隔:  モーション，IO アラーム，人感センサーがトリガされたときに画像をキャプチャする

時間間隔。 

 

5.2.3.2 キャプチャスケジュール 

 

チャンネル : キャプチャパラメータを設定するチャンネルを選択します。 

連続   : タイムブロックが緑色に設定されている場合、チャンネルはそのタイムブロックの通

常のキャプチャを実行することを示します。 
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モーション   : タイムブロックが黄色に設定されている場合、そのチャンネルの画像キャプ

チャは、そのタイムブロックでモーションが検出された場合にのみ実行するこ

とを示します。 

IO アラーム   : タイムブロックが赤色に設定されている場合、その時間帯にセンサーが トリ

ガされたときにのみ、そのチャンネルの画像キャプチャを実行することを示し

ます。 

人感センサー   : （この機能は使用しません） 

[キャプチャなし] : 黒のみのタイムブロックは、自動でそのチャンネルの画像をキャプチャしな

いことを意味しますが、チャンネルで手動キャプチャを実行すると手動で画

像をキャプチャできます 

 

 

5.3 アラーム 
このセクションでは、アラームパラメータを設定できますアラームの動作にはアラームスケジュール

の設定が合わせて必要です。 

 

 

5.3.1 モーション 
5.1.6 モーション（パラメータ設定）及び 5.1.6.1 モーション（アラーム設定）をご覧ください。 
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5.3.2 I/O アラーム（外部入力アラーム） 
外部センサーI/O アラームデバイスを接続して NVR を使用します。 

NVR の外部入力アラーム、対応している IPC の外部入力アラームが利用できます 

外部アラームを NVR の トリガとして使用可能です。 

 

アラーム入力:  外部入力アラームチャンネル。 

アラームタイプ: センサーの種類に合わせて、ノーマルオープン・ノーマルクローズから選択可

能です。[オフ] を選択するとその外部入力アラームチャンネルのアラーム入力を

無効にします。 

ブザー  :NVR は、アラーム音を鳴らすのに内部ブザーを使用することができます外部入力アラ

ームチャンネルから トリガが入力された場合、ブザーの持続時間を秒単位で設定でき

ます 

アラーム出力: 外部入力アラームチャンネルから トリガが入力された場合、外部出力アラームへ

アラームを発します。 

ラッチタイム: 外部入力アラームチャンネルから トリガが入力された場合のブザーの鳴り時間を設

定できます。(10 秒、20 秒、40 秒、1 分)。 

チャンネル: アイコンをクリックし、外部入力アラームチャンネルから トリガが入力された場合の

録画するチャンネルを選択します。 

 

録画継続時間: 外部入力アラームチャンネルからの トリガ入力が終了してからのアラーム録画の

持続時間を設定できます。(30 秒、1 分、2 分、5 分)。 

メッセージ表示: 外部入力アラームチャンネルから トリガが入力された場合、チャンネル画面にア

ラームアイコンを表示します。 

メール送信: 外部入力アラームチャンネルから トリガが入力された場合、事前設定されたメールア

カウントにメールが送信されます。メールの設定については 5.4.3 メールをご覧くださ

い。 

FTP 画像送信: アラームがトリガされたときに、チャンネルの画像を FTP サーバにアップロードし

ます。FTP を有効にするには、 5.5.3 FTP を参照してください。 
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FTP 動画送信: アラームがトリガされたときに、チャンネルの映像を FTP サーバにアップロードし

ます。FTP を有効にするには、 5.5.3 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信: アラームがトリガされたときに、チャンネルの画像をクラウドにアップロードし

ます。クラウド機能 を有効にするには、5.5.2 クラウドストレージを参照してくだ

さい。 

クラウド動画送信: アラームがトリガされたときに、チャンネルの映像をクラウドにアップロードし

ます。クラウド機能 を有効にするには、5.5.2 クラウドストレージを参照してくだ

さい。 

全画面表示: （メイン画面出力の SPOT 機能設定）外部入力アラームチャンネルから トリガが入力

された場合、対応するチャンネルが全画面モードに切り替わります。 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で

案内する音声を変更できます“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定につい

ては、「5.3.8 音声警告」を参照ください。 
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5.3.3 人感センサー 
（使用しません） 

 

5.3.4 PTZ 連動 
PTZ カメラを接続している場合は、モーションアラーム/外部入力アラーム/人感センサーアラー

ムと PTZ 連動設定できます PTZ 連動を使用すると、モーションアラーム/外部入力アラーム/人

感センサーアラームが発生したときに、PTZ カメラのフォーカスをプリセットポイントに合わせる

ことができます 

  

スイッチ: PTZ 連動機能を有効または無効にします。 

アラーム:  アイコンをクリックして、トリガを選択します。チェックされているアラームのトリガが使

用されます。 

PTZ:  アイコンをクリックして、PTZ カメラをプリセットポイントに関連付けます。プリセットポイ

ントの設定については、5.1.5.1 PTZ 制御（操作）をご覧ください。 
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5.3.5 異常 
異常イベントについての動作を設定します。 

 

イベントタイプ: 以下のオプションからイベントタイプを選択します。 

- HDD 空き領域なし : HDD がいっぱいのとき。 

- H D D エ ラ ー : HDD が正しく検出されない場合。 

- ビ デ オ ロ ス : IP カメラが正しく接続されていない場合。IP カメ

ラのユーザ名またはパスワード認証できなくなった場合。IP カメラがオ

フラインになった場合。 

スイッチ: そのイベントの監視を有効にするには、このチェックボックスをオン にします。 

ブザー: そのイベントが トリガされたときに NVR は、その内部ブザーを使用してアラーム音を発

砲することができます。ブザーの持続時間を秒単位で設定できますブザーを無効にする

には、[オフ] を選択します。 

ラッチタイム:そのイベントがトリガされたときの外部アラームの時間を設定できます。（10 秒、20

秒、40 秒、1 分）。 

アラーム出力:そのイベントがトリガされたときに NVR から外部へトリガ発信できます。（外部ア

ラーム）。 トリガの出力期間はラッチタイムで設定します。 

メッセージ表示 : そのイベントが発生したときに、メッセージあるいはメッセージアイコンを画面に表

示するには、このチェックボックスをオンにします。 

メール送信: そのイベントが発生した場合、事前設定されたメールアカウントにメールが送信され

ます。メールの設定については 5.4.3 メールをご覧ください。 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で

案内する音声を変更できます“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定につい

ては、「5.3.8 音声警告」を参照ください。 

注意：以下に図示している“ビデオロス”等の異常通知文字表示については、ビデオロス異常ア

ラーム設定で“メッセージ表示”が有効の場合に表示されます。“メッセージ表示”が無効の場

合は表示されません。 
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5.3.6 アラームスケジュール（リンケージアクションのスケジュー

リング） 
 

このメニューでは、各チャンネル別に次のアラーム動作（リンケージアクション）に関するスケジュー

ル設定が可能です。 

 

 アラーム出力（外部アラーム出力） 

 プッシュ（スマートフォンアプリ等、遠隔へのプッシュ通知） 

 FTP アップロード 

 クラウドアップロード 

 ブザー（NVR 本体のブザー） 

 音声警告 

 

まず、設定するチャンネルを選択します。 

次に、設定するリンケージアクションのラジオボタン(アラーム出力，プッシュ，FTP アップロード，ク

ラウドアップロード，ブザー，音声警告)を選択してから、マウスでクリックまたはドラッグしてブロッ

クへ色付けます。 

色付のブロックの部分はそのリンケージアクションが動作します。 

色付のブロックをクリックまたはドラッグすると黒色ブロックとなります。黒色ブロックの部分はそ

のリンケージアクションが無効となり動作しません。 

スケジュールを他のチャンネルでも使用する場合は、“コピー機能”を使用します。 

[適用] をクリックして設定を保存します。 
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5.3.7 コンビネーションアラーム(Combination Alarm) 

この機能を使用すると、単独の 2 つのアラームを複合させて新たなアラームを作成することが可能

です。なお、複合元の単独の 2 つのアラームは無効化されます。 

注意：他 CH の IO アラームなど他の CH のトリガは利用できません。コンビネーションアラームは

その CH のトリガだけで構成する必要があります。 

注意：その CH で使用できるアラームタイプが異なります。その CH の IPC が対応しているアラー

ムを使用できます。 

 

 

アラーム有効:有効/無効を選択します。 

コンビネーション設定:  アイコンをクリックして、アラームを作成します。 

（コンビネーションアラーム作成例 ①） 

外部 IO アラームがトリガされ、且つ、モーションアラー

ムが同時に トリガされた場合に発砲するアラームを

作成した例。この場合、外部 IO アラームとモーション

アラームは単独で トリガ発動しません。 
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（コンビネーションアラーム作成例 ②） 

音声検知がトリガされ、且つ、モーションアラームが同

時にトリガされた場合に発砲するアラームを作成した

例。この場合、音声検知とモーションアラームは単独

で トリガ発動しません。 

 

 

 

ブザー  :NVR は、アラーム音を発するために、その内部ブザーを使用することができますコンビ

ネーションアラームによるトリガが検出された場合、ブザーの継続時間を秒単位で設定で

きます 

アラーム出力: コンビネーションアラームによるトリガが検出された場合、NVR から外部へトリガ発

信できます。（外部アラーム）。トリガの出力期間はラッチタイムで設定します。 

ラッチタイム:  コンビネーションアラームによるトリガが検出された場合の外部アラーム動作時間を

設定します。 

録画 : アイコンをクリックし、作成したコンビネーションアラームがトリガされたときに記録する

チャンネルを選択します。 

 

録画継続時間: 作成したコンビネーションアラームがトリガした際に、NVR が記録を継続する期間

を設定できます推奨される録音時間は 30 秒ですが、最大 5 分まで設定できます 

メッセージ表示 : 作成したコンビネーションアラームがトリガされたときに、ライブビュー画面に

アイコンを表示する場合はチェックボックスをオンにします。 

メール送信: 作成したコンビネーションアラームがトリガされたときに、NVR に自動でメールを

送信させることができます。メールの設定については、5.4.3 メールをご覧ください。 

FTP 画像送信: 作成したコンビネーションアラームがトリガされたときに、チャンネルの画像を

FTP サーバにアップロードします。FTP を有効にするには、 5.5.3 FTP を参照して

ください。 

FTP 動画送信: 作成したコンビネーションアラームがトリガされたときに、チャンネルの映像を

FTP サーバにアップロードします。FTP を有効にするには、 5.5.3 FTP を参照して

ください。 

クラウド画像送信: 作成したコンビネーションアラームがトリガされたときに、チャンネルの画像を

クラウドにアップロードします。クラウド機能 を有効にするには、5.5.2 クラウド

ストレージを参照してください。 

クラウド動画送信: 作成したコンビネーションアラームがトリガされたときに、チャンネルの映像を

クラウドにアップロードします。クラウド機能 を有効にするには、5.5.2 クラウド

ストレージを参照してください。 

全画面表示: この機能が有効で、チャンネル内で作成したコンビネーションアラームがトリガさ

れると、そのチャンネルが全画面表示されます。全画面表示期間には録画継続時

間が使用されます。 

音声警告: 作成したコンビネーションアラームが トリガの際に、設定した音声で案内します（RCA 音

声出力と HDMI）。時間帯別で案内する音声を変更できます“なし”は音声案内を行いま

せん。音声警告の設定については、「5.3.8 音声警告」を参照ください。 
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5.3.8 音声警告 

指定した時刻やイベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。 

設定後は、[適用]をクリックして設定を保存してください。 

音声警告再生中はチャンネル音声がミュートになります（音声警告再生後にチャンネル音声の

ミュートは解除されます）。 
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・ファイル管理 

ここで、音声警告で使用する音声ファイルを準備します。 

チャンネル : 音声の出力先設定です。 

“音声警告”で音声を選択し、 をクリックすると試聴できます 

 

 

音声警告  : “音声警告”で音声を選択し、 をクリックするとその音声を削除できます 

モード  :音声ファイルの取込み、又は、作成を行います。 

[ファイル インポート]:   をクリックして、USB フラッシュメモリーよ

り音声ファイルの取込みを行います。ステレオの音声ファイルはモノラルで再生さ

れます。 

 

・音声ファイルの対応フォーマット：WAV, MP3 

・音声ファイルの最大ファイルサイズ：500k Byte  

[ローカル変換]: NVR 本体で音声ファイルを作成できます“名称”に音声ファイル

名、“テキスト形式”へ作成する音声を文字入力し、 をク

リックします。（英語のみ対応） 
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[インターネットサーバー変換] NVR がインターネット上の音声作成サーバーを使

用して音声ファイルを作成できます“言語”に作成

音声に使用する言語、“名称”に音声ファイル名、

“テキスト形式”へ作成する音声を文字入力し、

をクリックします。これを使用するに

は、インターネットへ接続している必要があります。

（日本語で作成する場合はローマ字で入力します） 
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・連続再生管理 

ここでは、毎日定時での音声案内設定が可能です。 

 
 

チャンネル  : 音声の出力先設定です。 

音声警告  :定時再生させる音声ファイルを選択し、再生させる時間帯を設定します。 

音声は設定時間帯内でリピート再生されます。 

をクリックすると試聴できます。 

をクリックすることで複数設定できます。 

をクリックするとその設定は削除されます。 
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5.3.9 威嚇 
（使用しません） 

このメニューでは、アラームイベントを検知したときの内蔵白色灯（スポットライト）および抑止カメラ

のスピーカーの動作を設定します。カメラに内蔵された白色灯（スポットライト）、スピーカーなどの動

作を設定します。 
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5.3.10 サイレン 

（使用しません） 

 

 

サイレン機能は対応している IP カメラチャンネルで、カメラクイックツールバーの手動サイレンのみ

が使用可能です。 
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＜エリアＡ＞ 

・固定 IP の場合（手動設定） 

IP アドレス(LAN1):  IP アドレスはネットワーク内の NVR を識別します。0 から 255 まで

の 4 つのグループから成り、ピリオドで区切られます。 

（例‟192.168.001.100”） 

サブネットマスク: サブネットマスクは、ネットワークで使用できる IP アドレスの範囲を定義

するネットワークパラメータです。サブネットアドレスは、ピリオドで区切ら

れた 4 つのグループの数字で構成されています。 

（例"255.255.255.000"） 

ゲートウェイ: このアドレスは、NVR がインターネットにアクセスできるようにします。ゲート

ウェイアドレスの形式は IP アドレスと同じです。（例"192.168.001.001"） 

DNS1/DNS2: DNS1 はプライマリ DNS サーバで、DNS2 はバックアップ DNS サーバで

す。少なくとも、DNS1 は必ず設定する必要があります。DNS1 から参照さ

れます。 

 

・DHCP の場合 

にします。ルーターは、NVR のすべてのネットワークパラメータを自動的

に割り当てます。 

 

・WEB 互換モード: ご使用のブラウザでデバイスへのアクセスができない場合、このオプションを

有効にします。 

 

・ビデオ暗号化:  で選択されたチャンネルはビデオ暗号化されます。 

 

 

＜エリア B＞ 

・POE DHCP Server:  エリア B へ接続された IP カメラへ DHCP による IP 割当てを行う場合

にチェックします。この設定を変更する場合は再起動を伴います。 

 

・IP アドレス:  エリア B へ接続された IP カメラへ DHCP による IP 割当てを行わない場合はここ

で IP アドレスを手動設定します。 

・サブネットマスク: エリア B へ接続された IP カメラへ DHCP による IP 割当てを行わない場合は

ここでサブネットマスクを設定します。 
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5.4.1.1 PPPoE 
これは、NVR を“フレッツ光”や“フレッツ ADSL‟ などのモデムを介してインターネットへ直接接続す

る場合に使用します。インターネットサービスプロバイダーから届いたユーザー名とパスワードを設

定して使用します。 

 

※ “フレッツ光”、“フレッツ ADSL”は東日本電信電話株式会社および西日本電信電話株式会

社の登録商標です。 

 

 

 

[PPPOE 起動] チェックボックスをオンにし、PPPoE のユーザー名とパスワードを入力します。 

[適用]をクリックして保存すると、NVR が再起動して PPPoE 設定が有効になります。 
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5.4.2 DDNS 
このメニューでは、DDNS 設定を構成できます DDNS は、NVR へのリモート接続を簡素化する静的

アドレスを提供します。DDNS を使用するには、まず DDNS サービスプロバイダの Web ページでア

カウントを開設いただく必要があります。 

 

 

DDNS: DDNS を有効にする場合にチェックを入れます。 

サーバ: 使用する DDNS サービスプロバイダ (DDNS_3322，DYNDNS，NO_IP，CHANGEIP，

DNSEXIT，MYDNS, cctv1.jpnetddns.com) を選択します。 

ドメイン: DDNS サービスプロバイダの Web ページで作成したドメイン名を入力します。これは、

パソコン経由で NVR にリモート接続する場合に、[URL]ボックスに入力するアドレスにな

ります。（例:NVR.no-ip.org） 

ユーザー名/パスワード:  DDNS サービス プロバイダの Web ページで、アカウントを作成するとき

に取得したユーザー名とパスワードを入力します。  

すべてのパラメータを入力したら、[DDNS テスト] をクリックして DDNS 

設定をテストします。テスト結果が 「ネットワークに到達できないか、

DNS が間違っています！」である場合は、ネットワークが正常に動作

するか、DDNS 情報が正しいかどうかを確認してください。 

 

注意：DDNS 設定後は、[DDNS テスト] をクリックして DDNS 設定をテストし、DDNS 情報が正しい

かどうかを御確認ください。 

 

注意：DDNS 設定のテスト結果が 「ネットワークに到達できないか、DNS が間違っています！」であ

る場合は、ネットワークが正常に動作するか、DDNS 情報が正しいかどうかを御確認ください。 

 

【ご案内】 弊社の提供する DDNS サービス（cctv1.jpnetddns.com)をご利用いただきますと、

DDNS サービスプロバイダーの Web ページでアカウント開設といった面倒な手続きを

行わずに、直ぐに DDNS 機能を御利用いただけます。利用料は無料で、期限などもご

ざいません。詳しくは「5.4.2.1 弊社の提供する DDNS サービス（cctv1.jpnetddns.com)」

をご覧ください。 
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＜cctv1.jpnetddns.com のご利用中に DDNS の IP 更新を手動で行う場合

の手順＞ 

手順 1： ネットワーク設定と NTP 設定が正しく済ませてあることを確認します。 

手順 2： 本機の時刻が合っていることをご確認ください。 

手順 3： DDNS 設定画面を開きます。 

手順 4： ボタンをクリックします。 

 

手順 5： “テスト”プロンプトが表示されますので、 ボタンをクリックします。 

  

手順 6： 正常に IP 更新が完了しますと、「ポーリングが成功しました」の画面が表示されます。 

 

手順 7： 正常に完了しない場合、「開始できませんでした」の画面が表示され、DDNS 機能がオ

フに設定されます。ネットワーク環境をご確認いただき、 “＜cctv1.jpnetddns.com の

DDNS のご利用を開始する際の手順＞の手順 1”からやり直します。 
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手順 7： cctv1.jpnetddns.com のご利用を中止が正しく完了した場合は、 になりま

す。 
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5.4.3 メール 

このメニューでは、E メールの設定を構成できますアラームがトリガされたとき、HDD が満杯になっ

たとき、HDD がエラー状態にあるとき、ビデオロスが発生したときに、E メールでシステム通知を受

け取りたい場合は、このメニューの設定を完了してください。 

 

 

5.4.3.1 メール設定 
メール: E メールでシステム通知を受け取りたい

場合は、チェックして有効にします。 

暗号化タイプ: メールサーバで SSL または 

TLS の検証が必要な場合に有効に

します。不明な場合は、“自動”に設

定します。 

SMTP ポート: E メールサーバの SMTP ポートを

入力します。 

SMTP サーバ: E メールの SMTP サーバアド

レスを入力します。 

ユーザー名: メールアドレスを入力します。 

パスワード: メールのパスワードを入力します。 

送信者: NVR からイベント通知を送信する場合

のメール送信者名を入力します。 

受信者 1〜3:NVR からイベント通知を受信するメールアドレスを入力します。 

（1～3 全て To へ設定されます） 

間隔: NVR からの通知メールの最短間隔を設定します。 

：すべての設定が正しいことを確認するには、[テスト] をクリックします。 
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“テスト”プロンプトの OK をクリックしますと本機は、テスト E メールの送信処理を開

始します。 

 
“テスト”プロンプトのキャンセルボタンで E メールテストをキャンセルすることが可

能です。  

 
「メールテスト成功!」が表示されて且つテスト E メールを受信できた場合は、設定

パラメータが正しいです。 

テスト E メールを受信できない場合は本機のメール設定，本機のネットワーク設定，

接続先のネットワーク状況を確認します。 

 

 
 

 

注意：メール設定後は、[テスト] をクリックして、メールが正しく設定した受信者で受信ができるかど

うかを御確認ください。 
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5.4.3.2 メールスケジュール 
E メール通知を使用する場合はスケジュールを構成する必要があります。 

 

メールスケジュールのカラーコードは次の通りです。 

緑  : モーション検出用スケジュール。 

黄  : アラーム I/O（外部アラーム入力） 用スケジュール。 

赤  : 異常アラーム用スケジュール (HDD フル，HDD エラー，ビデオロス)。 

青  : AI 用スケジュール 

紫  : 人感センサー用スケジュール（使用しません） 
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5.4.4 P2P 

本 NVR は、“P2P 機能”をサポートしております。 

注意：P2P 機能のご利用にはインターネット接続が可能な環境が必要です。 

 

“P2P 機能”が有効化されている場合には、“P2P ID”と“P2P QR コード”が表示されます。スマート

フォンアプリで“P2P 機能”を御利用の際は、この QR コードをスキャンします。 

  
（画像はイメージです） 

 

 

 

P2P 有効: P2P サービスをご利用の際は にします。 
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5.5 ストレージ 
ここでは、内蔵 HDD ，ネットワーク HDD，クラウドストレージ機能の設定ができます 

5.5.1 ディスク管理 
このメニューでは、内蔵 HDD，ネットワーク HDD の確認や設定ができますネットワーク HDD を

追加・変更した場合は、HDD をフォーマットする必要があります。 

  

HDD フォーマット  : フォーマットする HDD を選択し、[HDD フォーマット] をクリックします。そして、

HDD のフォーマットを開始するには、ユーザー名とパスワードを入力し、[OK] 

をクリックして HDD フォーマットを続行します。 

  

 

注意：HDD フォーマットを行いますと、その HDD 内全てのデータが消去

されますのでご注意ください。 

注意：故障の原因となりますので、HDD フォーマット期間中はシステ

ムの電源を落とさないようにご注意ください。 
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上書き設定:  HDD が満杯になったときに古い録画を上書きするには、このオプションを使用しま

す。たとえば、[7 日間]を選択した場合、HDD 上の最新の 7 日間の録画のみが保

持されます。このオプションの日数は、[1 日間]，[3 日間]，[7 日間]，[14 日間]， 

[30 日間]，[90 日間]，[自動]が選択可能で、このオプションを使用しないように、 

[オフ]も選択できます。（古い録画が上書きされないようにするには、[オフ] を選択

します）。[オフ]へ設定した場合は、HDD の状態を定期的に確認して、HDD が満杯

ではないことを確認してください。HDD が満杯になると、録画は停止します。 

 

 

「HDD の残り時間が上書き時間より短くなりました。」：このプ

ロンプト画面が出た場合は上書き設定の見直し、またはバッ

クアップを行って HDD の残り時間を増やす、あるいは大容量

HDD へ変更する必要があります。大容量 HDD へ変更を検

討の場合は販売店へご相談下さい。 

 

 

注意：HDD 変更を御検討の場合は代理店までご相談下さい。 
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5.5.1.1 S.M.A.R.T. 

この機能は、NVR 内部に取り付けられている内蔵 HDD の S.M.A.R.T.情報を表示するために使用

することができます。また、テストを実行して(テストは 3 種類あります)、ドライブエラーを検出するこ

ともできます。 

  

総合評価が不合格の場合、ディスクの使用を継続する:  

何らかの理由でハードドライブが障害(1 つ以上の不良セクタなど)を発生した場合でも、

NVR にドライブへの録画を続行するように指示できます。 

 

自己診断タイプ : 3 種類あります 

Short: このテストは、読み取り/書き込みヘッド状態、電気的エラー、内部メモリエラーなどの

ハードドライブの主要なコンポーネントを検証します。 

Long:  これは、Short の検証に追加して、悪い sector のある場合、sector の再配置を実行

します。このために表面スキャンを実行するため、診断時間の長いテストです。 

Conveyance:  これは、ハードドライブの機械部品が動作していることを確認する非常に迅速

なテストです。 

注意：テストを実行する場合、NVR は通常どおり動作し続けます。HDD

の S.M.A.R.T. エラーが検出された場合、HDD は引き続き使用でき

ます。が、録画データを失うリスクが非常に高まっている状態です

ので、新しい HDD へ早期交換することをお勧めします。新しい

HDD へ交換を検討の場合は、お早めに販売店までご連絡下さい。 
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0xC2 Temperature  閾値より低

い方が良い 

ハードディスクの現在の温度。一般的に動作が保

障されている最高温度は 55℃である。 

0xC4 Reallocation 

Count 

閾値より低

い方が良い 

セクタの代替処理が発生した回数。仮に処理に失

敗しても回数に加算される。 

0xC5 Current Pending 

Sector Count 

閾値より低

い方が良い 

現在異常があり、代替処理を待つセクタの総数。

もし後で読み込みに成功したセクタがあれば、こ

の値は減少する。 

0xC6 Off-Line Scan 

Uncorrectable 

Sector Count 

閾値より低

い方が良い 

セクタの読み取り/書き込み時に発生した、回復

不可能なセクタの総数。この値が増加する場合

は、磁気ディスクの表面に明確な問題がある。 

0xC7 UltraDMA CRC 

Error Count 

閾値より低

い方が良い 

UltraDMA モードでのデータ転送中に発生した

CRC エラーの数。ICRC（Interface Cyclic 

Redundancy Check）によりインターフェースケーブ

ル経由のデータ転送におけるエラーがカウントされ

る。 
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手順 7： “テスト”プロンプトで問題の無いことを確認します。 

 

手順 8： “テスト”プロンプトで問題のある場合はエラーメッセージを参考に修正し、手順 6 からやり

直します。 

 

 

 

手順 9： “ネットワーク HDD 追加”プロンプトで ボタンをクリックして

ネットワーク HDD を追加します。 
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＜ネットワーク HDD 削除手順＞ 

手順 1： 削除するネットワーク HDD の アイコンをクリックします。 

手順 2： プロンプトが表示されますので指示に従います。 

 

手順 3： 次のプロンプトが表示されたらそのネットワーク HDD は正しく削除されました。 
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5.5.2 クラウドストレージ 
本 NVR は、映像/画像を Dropbox 又は Google ドライブへ簡単に保存して共有が可能なクラウド機

能を有しております。 

 注意： クラウドストレージへ連続録画，連続キャプチャを保存することはできません。 

 

クラウドストレージ: この機能を有効にする場合にチェックします。NVR はアラーム設定でクラウド機

能が有効なアラームは、そのアラームによって トリガされたときに、映像/画像

を Dropbox や Google ドライブにアップロードします。 

クラウドタイプ: Dropbox（ドロップボックス）又は Google ドライブ（グーグルドライブ）が利用可能

です。 

クラウド有効化: クリックして機能をアクティブにします。しばらくすると、アクティベーションリンク

がメールに送信されます (5.4.3 メールで設定した受信メールアドレス全てへ送

信されます)。メールのメッセージに従って、メールのリンクをクリックしてアクティ

ブ化します。設定したクラウドタイプのウェブサイトにアクセスできます[許可] を

クリックして、アクティベーションを完了します。 

クラウド上書き:  クラウドが満杯になったときに古い映像/画像を上書きするには、このオプショ

ンを使用します。たとえば、[7 日間]を選択した場合、クラウド上の最新の 7 日

間の映像/画像のみが保持されます。このオプションの日数は、[1 日間]，[3

日間]，[7 日間]，[14 日間]，[30 日間]，[90 日間]，[自動]が選択可能で、この

オプションを使用しないように、[オフ]も選択できます。（古い映像/画像が上書

きされないようにするには、[オフ] を選択します）。[オフ]へ設定した場合は、ク

ラウドの状態を定期的に確認して、クラウドが満杯ではないことを確認してくだ

さい。クラウドが満杯になると、映像/画像のクラウドへの保存が停止します。 

ビデオタイプ:クラウド上へ保存する際の映像フォーマットを“RF”，“AVI”，“MP4” より指定します。‟

RF‟は独自の映像フォーマットとなりますので、専用の再生プレーヤ（「第 8 章 バック

アップ映像をパソコンで閲覧する」を御参照ください）または NVR の外部ファイル再生

画面（「6.1.7 外部ファイル検索」を御参照ください）での再生が可能です。 

フォルダー名: クラウド上へ保存する際のフォルダー名を設定します。そのフォルダが無い場合は新

規で作成されます。既にそ上でのフォルダ名をそれのフォルダ名が存在する場合は

そのフォルダが使用されます。 
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クラウドストレージ機能を Dropbox で利用する場合の手順は次の通りです。 

手順 1：Dropbox アカウントの準備を済ませます。そして、本機のメール設定を済ませます。メール

設定につきましては「5.4.3 メール」をご覧ください。 

手順 2： にして、 をクリックします。 

手順 3：クラウドストレージ機能を使用するには OK ボタンをクリックして設定を進めます。 

  

手順 4： さらに OK ボタンをクリックします。 

 

手順 5：先ほどのプロンプトの指示に従って 3 分以内にメールを確認します。 

「Activate Cloud at Dropbox!」という件名のメールが届きます。メールのリンクをクリックま

たは WEB ブラウザへリンクを入力して WEB ブラウザで設定を進めていきます。 

（メール：画像はイメージです） 

 

手順 6：Dropbox アカウントでログインします。 

（WEB ブラウザ：画像はイメージです） 
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手順 10：本機で適用ボタンをクリックして設定を完了させます。 
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5.5.3 FTP, FTP スケジュール 
このメニューでは、 トリガの際の映像/スナップショットを、FTP へ書き込む FTP 機能を有効にで

きます FTP 機能を有効にするには FTP 動作スケジュールの設定を併せて行います。FTP 動作

スケジュールにつきましては、チャンネル単位で行うことが可能です。 

注意： FTP へ連続録画，連続キャプチャを保存することはできません。 

（画像はイメージです） 

  

FTP 有効:  FTP 機能を使用する場合は、チェックして有効にします。 

サーバ IP:  FTP サーバの IP アドレスまたはドメイン を入力します。 

ポート:  FTP で使用するポートを入力します。 

ユーザー名/パスワード:  FTP サーバのユーザー名とパスワードを入力します。 

画像品質: FTP サーバへアップロードする画像の品質を指定します。 

 

ビデオストリームタイプ:  FTP サーバへアップロードする映像のストリームはどちらを使用するか

指定します。 

 

最大パッケージ間隔:  FTP サーバへアップロードされる映像 1 本分を最長時間にするか設定

します。 

ディレクトリ名: ここでサブディレクトリを指定できます保存するデフォルトのディレクトリを入力

します。 
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5.6 システム 
日付，時刻，地域などの一般的なシステム情報の変更、パスワードや権限の編集などをおこな

います。 

5.6.1 基本設定（システム） 

  

デバイス名:NVR の名前を入力します。名前には、英文字と数字を使用出来ます。 

デバイス ID: （使用しません。デフォルトの 000000 のままで構いません） 

言語: システムメニューで使用する言語を選択します。 

ビデオ形式: “NTSC”を選択します。 

メニュータイムアウト:メニュー未操作状態が続いた場合に NVR がメニューを強制終了する時間を

選択します。また、"OFF" を選択して無効にすることもできます。 (パスワード

保護は一時的に無効になります)。 

注意：メニュータイムアウトへ"OFF" を選択するのはセキュリティ上、推奨いたしません。 

パネルキー操作:フロントパネルキーのオン/オフ。 

WEB 接続切断時間（分）：WEB ブラウザアクセスした際の自動切断までの時間を設定します。なお、

VMS クライアント接続には適用されません。 

ウィザード表示: NVR をオンまたはリブートするたびにスタートアップウィザードを表示する場合は、

このチェックボックスをオンにします。 
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5.6.1.1 日付と時刻 
NVR システムの日付と時刻の設定を行います。 

  

日付と時刻 

スタティック： では NTP クライアントを起動しません。 

NTP： では NTP による自動時刻同期を行います（NTP クライアントを起動します）。詳し

くは、「5.6.1.2 NTP 設定」をご覧ください。 

日付: カレンダーアイコン をクリックして日付を変更します。 

 

時間: ダイアログボックスをクリックして時間を変更します。 
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日付表示形式: ドロップダウンメニューから選択して、表示する日付形式を設定します。 

 

時刻表示形式: 24 時間と 12 時間の間の時間形式を選択します。 

 

タイムゾーン: 日本標準時である「GMT+09:00」に設定します。 
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5.6.1.2 NTP 設定 

NTP(ネットワークタイムプロトコル)機能により、NVRは自動的にクロックをタイムサーバと同期させ

ることができますこれにより、システム時間は常に正確となります。NTP 機能を使用するには、

NTP サーバにアクセスするためのネットワーク環境が必要です。 

注意：DDNS 機能を使用するには NTP(ネットワークタイムプロトコル)機能の併用をお勧めしま

す。 

注意：NTP 機能を使用するにはネットワーク環境が必要です。 

注意：NTP 機能が有効になっている場合、システムは 毎日 00:07:50 とシステムの起動時にシ

ステム時刻を更新します。 

  

NTP を有効にする場合は先ず“NTP”を選択し、[サーバアドレス]で NTP サーバを選択し、[今す

ぐ更新する] をクリックして日付と時刻を NTP サーバと同期します。[適用] をクリックして設定を

保存します。”ユーザー設定”の場合の NTP サーバアドレスはプルダウン項目の右側へ入力しま

す。 

（画像はイメージです） 

  

 

日付と時刻 

スタティック： では NTP クライアントを起動しません。 

NTP： では NTP による自動時刻同期を行います（NTP クライアントを起動します）。詳し

くは、「5.6.1.2 NTP 設定」をご覧ください。 

日付: カレンダーアイコン をクリックして日付を変更します。 
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時間: ダイアログボックスをクリックして時間を変更します。 

 

日付表示形式: ドロップダウンメニューから選択して、表示する日付形式を設定します。 

 

時刻表示形式: 24 時間と 12 時間の間の時間形式を選択します。 

 

タイムゾーン: 日本標準時である「GMT+09:00」に設定します。 

 

注意：NTP 機能を御設定後は、[今すぐ更新する]ボタンで NTP 機能の動作確認を実施して下さ

い。 
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5.6.1.3 サマータイム(夏時間 DST) 設定 

このメニューではサマータイム (夏時間) 機能を設定します。 

日本ではサマータイム (夏時間)を使用しません。 

 

DST 起動: サマータイム (夏時間)を設定する場合は有効にします。 

時間オフセット: サマータイム (夏時間)期間中の時間差を選択します。

これは、世界協定時刻 (UTC) とローカル時間の時間差

を示します。 

 

サマータイム: サマータイム(夏時間)の開始と終了の方法を選択できます 

週 : サマータイム (夏時間)の開始と終了を指定する特定の日時を指定します。

たとえば、特定の月の最初の日曜日の午前 2 時。 

日付: サマータイム (夏時間)の開始日 (カレンダー アイコンをクリック)を選択し、

サマータイム (夏時間)の開始日時と終了日時を選択します。 

開始時間/終了時間: サマータイム (夏時間)の開始時刻と終了時刻を設定します。 

 







TNV-R4PW/R8PW/R16PW ユーザーマニュアル 

154 

5.6.2 出力設定 
このメニューでは、画面出力パラメータを設定します。 

 

‟ライブ出力” は、メイン画面出力を設定するために使用されます。 
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5.6.2.1 画面出力（ライブ出力） 

 

[ビデオ出力] :ドロップダウンメニューから[ライブ出力]を選択します。 

[シーケンスモード]: NVR がシーケンスモードのときに表示する分割チャンネル数を選択します。 

シーケンス切替時間:次のビデオチャンネルを表示する前に、シーケンスモードでビデオチャンネル

を表示したい時間の最大長を秒単位で入力します(最大 300 秒)。 

出力解像度: お使いのモニタに適したディスプレイ解像度を選択します。NVR が 4K 出力解像度を

サポートしている場合は 、2K (2560 x 1440) または 4K (3840 x 2160) を選択して、4K

モニタで高い解像度を利用できます。 

スケール＆オフセット:モニタやテレビに合わせてディスプレイ画面のサイズと位置が調整可

能です。[設定] ボタンをクリックして調整画面へ入ります。 

 

スケール: 表示画面のサイズをパーセントスケールで調整します。 

X オフセット: 表示画面を左右に移動します。 

Y オフセット: 表示画面を上下に移動します。 

矢印の上でマウスの左ボタンを 1 回クリックするか長押ししてサイズと位置

を調整するか、マウスのホイールをスクロールして調整します。マウスの右

ボタンをクリックして終了し、[適用] をクリックして変更を保存します。 

マウスの非表示化: NVR が未操作状態のときにマウスカーソルを非表示にする時間を選択する

には、ドロップダウン メニューをクリックします。また、“OFF”を選択して無効

にすることもできます。 (パスワード保護は一時的に無効になります)。 

マウスポインタ速度調整 : マウスポインタの移動速度を調整します。 

透明度:スライダーを左右に押し続けると、メニューバーとメインメニューの画面の透明度を変更で

きます。 





TNV-R4PW/R8PW/R16PW ユーザーマニュアル 

157 

5.6.3.1 パスワードの変更 

管理者アカウントまたはユーザーアカウントのパスワードを変更するには、[ユーザー編集] アイ

コン をクリックします。 

 

 

 ユーザー有効： アカウントの有効/無効。 

パスワードの強度:  赤は簡単に解読され安全ではないことを示し、緑は複雑でとてもセ

キュリティパフォーマンスが優れていて解読されないことを示します。パ

スワードの強みと弱さのプロンプトをご参考にセキュリティパフォーマン

スが高いパスワードを設定してください。 

ユーザー名： 半角文字の英数字とアンダーバーがユーザー名に使用できます 

パスワード： 次の制約に則ってパスワードを設定します。 

＜ 8 ～9 文字のパスワードを設定する際の制約＞ 

 8 ～9 文字でパスワードを御設定の場合、“ 大文字，小文字，数字，特殊文字”から 3

組以上を組合せる必要がございます。（例：数字のみは設定できません） 
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＜ 10 ～15 文字のパスワードを設定する際の制約＞ 

 10 ～15 文字でパスワードを御設定の場合、“ 大文字，小文字，数字，特殊文字”から 2

組以上を組合せる必要がございます。（例：数字のみは設定できません） 

＜いずれの場合もかかる制約＞ 

 4 桁以上の繰り返し文字はパスワードとして設定できません。 

(例：“6666”や“bbbb”といったパスワードはいずれの場合も設定できません) 

 4 桁以上の連続文字はパスワードとして設定できません。 

(例：“1234”や“abcd”といったパスワードはいずれの場合も設定できません) 

 4 桁以上のキーボード上で連続している文字はパスワードとして設定できません。 

(例：“qwer”や“ghjk”といったパスワードはいずれの場合も設定できません) 

 ユーザーID キャラクターの逆並びはパスワードとして設定できません。 

例えば、”admin@1234”というユーザーID では”4321@nimda”というパスワードは設定で

きません。 

認証： こちらへもう 1 度パスワードを入力してください。誤設定防止のため、パスワードと一致す

る必要がございます。 

ログイン制限数： リモートアクセスでこのユーザーで同時にログインできる制限数を設定しま

す。 

パスワードの変更を行う際、USER ログインの場合は古いパスワード、ADMIN ログインの場合は

ADMIN パスワード認証を行う必要があります。 

注意：設定可能なパスワードには次の制約がございます。 
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2. ユーザーにアクセスするシステムメニューまたは機能の横にあるチェックボックスをオンにし

ます。[すべて] をクリックしてすべてのボックスをオンにします。[クリア] をクリックして、す

べてのチェックボックスをオフにします。 

3. [保存] をクリックして変更を保存します。 

 

注意：ログの権限を有するユーザーであってもユーザーはアラームログのみへのアクセス権限

となります。 

 

注意：パラメータの権限が無効化されているユーザーであっても、システムパラメータの“設

定保存”及び“設定アップロード”につきましては ADMIN のパスワードを御存じの場合

はシステムパラメータの“設定保存”及び“設定アップロード”が可能です。 

 

注意：パラメータの権限が無効化されているユーザーであっても、システムのアップグレードに

つきましては ADMIN のパスワードを御存じの場合はシステムのアップグレードが可能で

す。 

 

注意：SEQ コントロールの権限が無効化されているユーザーは、ライブ出力 SEQ の実行/停

止の処理は出来ませんが SEQ コントロールの設定は可能です。 
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5.6.4 メンテナンス 

このセクションでは、システムログの検索と表示、デフォルト設定のロード、システムのアップグレー

ド、システムパラメータのエクスポートとインポート、およびシステムの自動再起動設定が可能にな

ります。 
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5.6.4.1 ログ 

ログでは、モーションアラームやシステム警告などの重要なシステムイベントが表示できます指

定した期間のログを検索し、USB フラッシュメモリーにバックアップできます。 

  
 

5.6.4.1.1 ログの検索とバックアップ 

1. [開始日と開始時間] の横にあるフィールドをクリックして、画面上のカレンダーから検索の開始

日と時刻を選択します。 

2. [終了日と終了時間] の横にあるフィールドをクリックして、画面上のカレンダーから検索の終了

日と時刻を選択します。 

3. [ログタイプ] の横にあるドロップダウンから検索するイベントの種類を選択するか、[すべて] を選

択して選択した期間のシステム ログ全体を表示します。 

4. [検索]をクリックします。 

5. 検索期間のシステムログイベントを参照するビデオイベントは、[録画再生]列の をクリック

することで即座に再生することができます右クリックして検索結果に戻ります。 

6. メニューの右下隅の , ,  , ,  ボタンをクリックして、システムログイベントのページ

間を移動します。 

7. [バックアップ] をクリックして、検索期間のシステムログのバックアップを作成します。USB フ

ラッシュメモリーが NVR の USB ポートに接続されていることを確認してください。 

8. バックアップドライブメニューが表示されます。バックアップファイルを保存するフォルダに移動

し、[OK]をクリックしてログのバックアップを開始します。 

5.6.4.1.2 ログの最大保存件数 

ログの最大保存容量は 64MB で HDD ストレージへ保存されます。最大件数は 262,144 件となって

おります。いっぱいになると上書きされます。 

注意：ログは HDD フォーマットしても消えません。いっぱいになると上書きされます。 

/ 
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5.6.4.2 初期値のアップロード 

NVR 初期値のアップロードができます。 

すべての設定を一度に初期値へアップロードするか、特定のメニューの設定のみを初期値へアップ

ロードするかを選択できます。 

初期値アップロードしても、ハードドライブに保存されている録画とスナップショットは削除されませ

ん。 

 

初期値をアップロードする項目をオンにするか、[すべて選択] をオンにしてすべての項目を選択

します。[適用] をクリックして、選択した項目の既定の設定を読み込みます。 
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5.6.4.3 アップグレード 
NVR のファームウェアアップグレードを行う場合はこのページで行います。 

 

 

[ファイル選択画面表示例] 

 

1. ファームウェアファイル(ファームウェアファイルの入った USB フラッシュメモリーを NVR の

USB ポートに挿入します。 

2. [ファイルの選択]ボタンをクリックして、USB フラッシュメモリーのファームウェアファイルを選択

し、[OK]をクリック します。 

3. [アップグレード] ボタンをクリックして、システムのアップグレードを開始します。システムのアッ

プグレードは約 5〜10 分続きます。アップグレード中に、NVR の電源を切ったり、NVR から

USB を取り外したりしないでください。 

 

 

注意：アップグレード中に、NVR の電源を切ったり、NVR から USB フラッシュメモリーを取り外し

たりということを絶対にしないでください。 
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5.6.4.4 パラメータ管理 

USB フラッシュメモリーに設定したメインメニュー設定をエクスポートしたり、USB フラッシュメ

モリーから NVR にエクスポートした設定ファイルをインポートしたりできます。 

 

設定保存: クリックすると、NVR の現在のシステム設定が USB フラッシュメモリーへ保存されます。

認証するには、管理者パスワードを入力する必要があります。 

設定アップロード: システム設定のエクスポートを作成したら、別の NVR に設定をインポートでき

ます。設定アップロード]ボタンをクリックして、USB フラッシュメモリーからイン

ポートするシステム設定ファイルに移動します。認証するには、管理者パス

ワードを入力する必要があります。 
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5.6.4.5 自動再起動 

このメニューを使用すると、システムは NVR を定期的に自動再起動できますこの機能を使用す

ると、NVR システムの安定性向上を図ることができます。 

 

自動再起動: チェックを入れ、適用ボタンをクリックすると有効になります。 

時間 :本機を日，週，月単位で自動再起動するように設定できます。 
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5.6.5 IP カメラメンテナンス 

このメニューでは、IP カメラのファームウェアをアップグレードしたり、IP カメラをデフォルト設定に戻

したりすることができます。 
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5.6.5.1 IP カメラのファームアップグレード 

IP カメラのファームウェアをアップグレードできます。 

 

 

1. ファームウェアをアップグレードする IP カメラを 1 つ選択します。 

2. [ファイルの選択] をクリックし、USB フラッシュメモリーから更新ファイルを選択し、[OK] をクリッ

クします。 

3. [アップグレード] ボタンをクリックして、IP カメラのファームアップグレードを開始します。認証

するには、管理者パスワードを入力する必要があります。IP カメラのファームアップグレード

中に、NVR と IP カメラの電源を切ったり、USB フラッシュメモリーを取り外したりしないでく

ださい。 

 

 

注意： IP カメラのファームアップグレード中に、NVR と IP カメラの電源を切ったり、USB フラッシュメ

モリーを取り外したりしないでください。 
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5.6.5.2 IP カメラの初期値アップロード 

IP カメラをデフォルト設定に戻すことができます。 

 

 

1. 初期値アップロードする IP カメラを選択します。 

2. 設定を復元するには、[初期値アップロード] をクリックします。認証するには、管理者パスワード

を入力する必要があります。 
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5.6.5.3 IP カメラの再起動 

NVR から IP カメラを再起動することができます。 

 

NVR から IP カメラを再起動するには、再起動する IP カメラを選択して、

ボタンをクリックします。 
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処理が完了しましたら、IP カメラのストレージの SD カードをフォーマットが完了したことがポップアッ

プメッセージされます。 

 
 

注意：IP カメラのストレージの SD カードをフォーマットしますと、その IP

カメラのストレージの SD カード内全てのデータが消去されます

のでご注意ください。 

注意：故障の原因となりますので、IP カメラのストレージの SD カード

をフォーマット実行期間中はシステムの電源を落とさないよう

にご注意ください。 
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5.6.6 システム情報 
このメニューでは、システム情報，チャンネル情報，録画情報，ネットワーク情報を表示します。 

5.6.6.1 システム情報 
デバイス ID，デバイスモデル名，IP アドレス，MAC アドレス，ファームウェアバージョンなどのシス

テム情報を表示します。 
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5.6.6.2 チャンネル情報 

カメラ名，メインストリームとサブストリームの録画仕様，モーション検知及びプライバシーゾーン

のステータス情報など、接続された各カメラのチャンネル情報を表示します。 
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5.6.6.3 録画情報 

ビットレート，ストリームタイプ，録画解像度，フレームレート(FPS)など、接続された各カメラの

録画情報を表示します。 
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5.6.6.4 ネットワーク状態 
ネットワーク情報を表示します。 

 

 

合計バンド幅: NVR の入力可能なカメラに対する総バンド幅を示します。 

使用バンド幅:現在使用しているバンド幅を示します。  
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5.6.7 アラーム出力タイプ（アラーム出力端子の極性設定） 

アラーム出力端子の極性設定が可能です。 
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バックアップ： ビデオクリップを USB フラッシュメモリーへ保存します。 

 

手動キャプチャ： スナップショットイメージを USB フラッシュメモリーにキャプチャ

します。ビデオの再生が分割画面表示の場合は、キャプチャす

るチャンネルにマウスカーソルを移動し、  アイコンをクリッ

クしてスナップショットを表示します。 

注意： USB フラッシュメモリーへ画像を保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッ

シュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは

FAT32 のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 

 

6. タイムライン:  録画(ディスプレイの右下隅に表示される凡例)を表す色付きのバーは トリガの

種類を表します。 で、プログレスバーの時間枠（表

示期間の大小）を変更可能です（30 分，1 時間，2 時間，4 時間，8 時間，12 時

間，16 時間，20 時間，24 時間）。プログレスバー上でマウスホイール操作して

も時間枠変更の操作が可能です。 

プログレスバー タイムライン 凡例一覧 

 

緑の色は連続録画又は手動録画 黄の色はモーション録画 

オレンジの色はアラーム録画又は ANR 紫の色は人感センサー録画 

青の色は AI 録画 赤の色は I/O アラーム（外部アラーム入力）録画 

7. 再生ステータス:  ビデオ再生ステータスを表示します。 
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注意：USB フラッシュメモリーへ画像を保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッ

シュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは FAT32

のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 

8. 再生状態が表示されます。  
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11. バックアップが完了いたしますと“バックアップ完了”のプロンプト画面が表示されます。[OK] 

をクリックしてバックアップ操作を完了します。USB フラッシュメモリーを本機から取り外しま

す。 

 
 

  





TNV-R4PW/R8PW/R16PW ユーザーマニュアル 

190 

4. アイコンをクリックします。保存するディレクトリのある場合は保存するディレクトリを表示

させます。もしも、前回の手動キャプチャから USB フラッシュメモリーを取外していない場合

はこの画面は表示されず、前回の手動キャプチャと同じ USB フラッシュメモリーの同じディ

レクトリへ保存が実行されます。 

 

 

 

5. 「キャプチャ成功！」のプロンプト画面が表示されましたら、[OK]ボタンをクリックして手動キャ

プチャ操作を完了します。手動キャプチャ操作を完了後は USB フラッシュメモリーを取外して

構いません。 
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6.1.1.3 USB フラッシュメモリーのディレクトリ操作画面 

こちらでは、「6.1.1.1 ビデオクリップのバックアップ」及び「6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静

止画バックアップ）」等の場合の USB フラッシュメモリーのディレクトリ操作画面についてご説明いた

します。 

 

・USB フラッシュメモリーを差し替えた，USB フラッシュメモリーの表示内容がうまくない等の場合は

の アイコンをクリックして表示の更新をお試しください。 

・USB フラッシュメモリーが認識されて USB フラッシュメモリーが選択された場合は、画面左下へ

USB フラッシュメモリーの残り容量（残りの空き容量）と合計容量（総容量）が表示されます。 

・“ロケーション”へ現在のディレクトリ位置が表示されています。 

・“選択したディレクトリ”へ選択しているディレクトリ位置が表示されます。 
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・  をご選択の場合はリスト表示となります。リスト表示ではそれぞれのファイルのファイル

容量と最終更新日（最後の修正）の御確認が可能です。 

 

・ をご選択の場合はサムネイル表示となります。なお、サムネイル画像は対応画像の

ファイルのみ表示されます。 

・ディレクトリの追加： 現在のディレクトリ内へ新たにディレクトリを作成する場合は、 アイコン

をクリックしますとディレクトリ名を入力することでディレクトリの追加操作が可能となります。 
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・ディレクトリの削除： ディレクトリを削除するには削除するディレクトリをクリックして、対象のディ

レクトリをハイライト状態へした後、 アイコンをクリックします。なお、グレーアウトした アイ

コンの場合は削除が実行できないことを示します。 

 

 

・ディレクトリの移動： 上の階層のディレクトリへ移動するには、 アイコンをクリックします。グ

レーアウトした アイコンの場合はこれより上の階層のディレクトリへ移動できないことを示しま

す。 
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7. 画面の右下隅に表示されているアイコンの下をクリックすると、リストフォームのビュー（サム

ネイルビュー・リストビュー・詳細ビュー）を切り替えることができます 

 

 サムネイル ビュー： イベントのスナップショットを表示できます 

 

リスト(List)ビュー： イベントが一覧に表示されます。 

 

 詳細(Detail)ビュー： イベントの詳細を表示できます 

 

＜ファイルのロック＞ 
詳細ビューでは、ビデオイベントをロックして、ハードドライブでイベントが上書きされ

ないようにすることができます アイコンをクリックしてロックするか、または、 ア

イコンをクリックしてイベントのロックを解除します。 

 

注意： ハードドライブで上書きしたくないデータがロック状態（ ）であることをご確認くださ

い。 
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8.  でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能です。

30 分，1 時間，2 時間，4 時間，8 時間，12 時間，16 時間，20 時間，24 時間が選択可能です。

又は、プログレスバー上のマウスホイール操作でも時間枠（表示期間の大小）を変更可能です

（30 分，1 時間，2 時間，4 時間，8 時間，12 時間，16 時間，20 時間，24 時間）。 

9. USB フラッシュメモリーに再生中にビデオの一部をすばやく保存する場合は、 

 ビデオクリップ、 バックアップ機能を使用します。詳しくは、「6.1.1.1 ビデオクリップの

バックアップ」をご参照ください。 

10. USB フラッシュメモリーへ選択している CH の手動キャプチャを保存するには アイコン

をクリックします。保存するディレクトリのある場合は保存するディレクトリを表示させます。

もしも、前回の手動キャプチャから USB フラッシュメモリーを取外していない場合はこの画

面は表示されず、前回の手動キャプチャと同じ USB フラッシュメモリーの同じディレクトリ

へ保存が実行されます。詳しくは、「6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静止画バック

アップ）」をご参照ください。 

 

注意：USB フラッシュメモリーへデータを保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB

フラッシュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモ

リーは FAT32 のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 

 

 

 

 

  





TNV-R4PW/R8PW/R16PW ユーザーマニュアル 

202 

再生コントロール: 

5. ビデオが画面で再生されます。 

6. タイムラインの上部にある濃青色カラーバーは、検索したトリガの録画の期間（スマート検索

の検索結果）を示します。タイムラインの下部にあるカラーバーは、指定した録画全体の完全

な期間を示します。プログレスバー上でのマウスホイール操作でプログレスバーの時間枠（

表示期間の大小）を変更可能です。 

 

7.  でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能です。30

分，1 時間，2 時間，4 時間，8 時間，12 時間，16 時間，20 時間，24 時間が選択可能です。

又は、プログレスバー上のマウスホイール操作でも時間枠（表示期間の大小）を変更可能で

す（30 分，1 時間，2 時間，4 時間，8 時間，12 時間，16 時間，20 時間，24 時間）。 

8. USB フラッシュメモリーへ選択している CH の手動キャプチャを保存するには アイコン

をクリックします。保存するディレクトリのある場合は保存するディレクトリを表示させます。も

しも、前回の手動キャプチャから USB フラッシュメモリーを取外していない場合はこの画面

は表示されず、前回の手動キャプチャと同じ USB フラッシュメモリーの同じディレクトリへ保

存が実行されます。詳しくは、「6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静止画バックアッ

プ）」をご参照ください。 
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6.1.4.1 スマート検索エリア 

スマート検索では、モーションイベントを簡単に検索して再生できます。 

ビデオ再生コントロールでこの  アイコンをクリックすると、カメラが全画面表示され、スマート

コントロールバーが表示されます。 

 

スマートコントロールバー： コントロールバーの端をドラッグしますと、コントロールバーの位置を変

更できます 

 

 

 
全画面を検出領域とするには、このアイコンをクリックします。 

 
このアイコンをクリックすると、検出領域を全削除します。 

 
このアイコンをクリックすると、定義された領域に基づいてビデオを検索および再生で

きます 

 
再生インターフェイスに戻るには、このアイコンをクリックします。 

 

検出領域を設定してスマート検索を行う場合： 

映像画面上でクリック＆ドラッグして検出領域を設定します。赤枠升部分が検出領域となり

ます。複数の検出領域を定義できます設定した検出領域を再度クリック＆ドラッグしますと

検出領域のキャンセルが可能です。完全に検出領域を削除する場合は、  アイコンをク

リックします。検出領域を設定致しましたら、検索アイコン をクリックしてスマート検索再

生を実行します。 
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6. メニューの右下隅にある アイコンをクリックして、画像のページ間を参

照するか、参照するページを入力します。 

7. 画面の右下隅に表示されているアイコンの下をクリックすると、リストフォームのビュー（サム

ネイルビュー・リストビュー・詳細ビュー）を切り替えることができます 

 

 サムネイルビュー： イベントのスナップショットを表示できます 

 
 

リスト(List)ビュー： イベントが一覧に表示されます。 

 
 

詳細(Detail)ビュー： イベントの詳細を表示できます 
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注意：USB フラッシュメモリーへ画像を保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フ

ラッシュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリー

は FAT32 のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 

スライドショー機能につきましては、「6.1.5.1 画像プレビューコントロール（検索画像のスラ

イドショー）」をご参照ください。 

アイコンをクリックしますと、ハイライトされた画像から検索結果画像のスライドショーが

開始されます。スライドショー実行中に アイコンをクリックしますとスライドショーが一時停

止されます。 アイコンをクリックしますとスライドショーを再開致します。 アイコンをク

リックしますと現在表示中画像の１つ次の画像、 アイコンをクリックしますと現在表示中画

像の１つ前の画像を表示できます。 

 

画面右下 アイコン をご選択の場合は、スライドショーは 1 サイクルに 4 画像を画面へ同

時に表示して実行されます。 

スライドショーが最後のページの最後の画像へ到達しますと次のプトンプト画面が表示され、

スライドショーは停止いたします。 

 

画像検索結果へ戻るには、 ボタンをクリックします。 
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6.1.6 タグ検索 

＜“タグ”についての解説＞ 

“タグ”とは、本で例えるならば“栞（しおり）”のような機能です。ライブ画面及び録画再生で付け

たタグを検索できます 

 

 

 

ライブ画面でタグをつける場合は“カメラクイックツールバー”（詳しくは「4.2.1 カメラクイックツール

バー」をご覧ください）より行います。 カスタムタグアイコン（任意の半角文字のタグ名を付けれ

ます）でタグ付けを行えます。 

 

録画再生画面でタグをつける場合はプログレスバー上部にある、 デフォルトタグアイコン

（タグ名は“Tag”になります）， カスタムタグアイコン（任意の半角文字のタグ名を付けれます）

でタグ付けを行えます。 
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7. ビデオ再生コントロールのそれぞれのボタンで再生を制御します。 アイコンをクリック又

はマウスの右ボタンをクリックして再生を終了し、タグ検索画面へ戻ることができます 

8. 現在再生しているイベントがタイムラインに表示されます。プログレスバー上ではマウスホ

イール操作でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能です。 

9.  でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能です。30

分，1 時間，2 時間，4 時間，8 時間，12 時間，16 時間，20 時間，24 時間が選択可能です。

又は、プログレスバー上のマウスホイール操作でも時間枠（表示期間の大小）を変更可能

です（30 分，1 時間，2 時間，4 時間，8 時間，12 時間，16 時間，20 時間，24 時間）。 

10. USB フラッシュメモリーに再生中にビデオの一部をすばやく保存する場合は、 

 ビデオクリップ、 バックアップ機能を使用します。詳しくは、「6.1.1.1 ビデオクリップの

バックアップ」をご参照ください。 

11. USB フラッシュメモリーへ選択している CH の手動キャプチャを保存するには アイコン

をクリックします。保存するディレクトリのある場合は保存するディレクトリを表示させます。

もしも、前回の手動キャプチャから USB フラッシュメモリーを取外していない場合はこの画

面は表示されず、前回の手動キャプチャと同じ USB フラッシュメモリーの同じディレクトリへ

保存が実行されます。詳しくは、「6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静止画バックアッ

プ）」をご参照ください。 

 

注意：USB フラッシュメモリーへ画像を保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フ

ラッシュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリー

は FAT32 のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 
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マウスホイール操作でも時間枠（表示期間の大小）を変更可能です（30 分，1 時間，2 時間，4

時間，8 時間，12 時間，16 時間，20 時間，24 時間）。 

9. USB フラッシュメモリーに再生中にビデオの一部をすばやく保存する場合は、 

 ビデオクリップ、 バックアップ機能を使用します。詳しくは、「6.1.1.1 ビデオクリップの

バックアップ」をご参照ください。 

10. USB フラッシュメモリーへ選択している CH の手動キャプチャを保存するには アイコンを

クリックします。保存するディレクトリのある場合は保存するディレクトリを表示させます。もし

も、前回の手動キャプチャから USB フラッシュメモリーを取外していない場合はこの画面は表

示されず、前回の手動キャプチャと同じ USB フラッシュメモリーの同じディレクトリへ保存が実

行されます。詳しくは、「6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静止画バックアップ）」をご参

照ください。 

11. “プレ再生”，“ポスト再生”を変更した場合は、 ボタンをクリックして設定を反映さ

せます。“プレ再生”，“ポスト再生”はそれぞれ、0 秒，5 秒，10 秒，20 秒，30 秒，1 分，2 分，5

分，10 分より選択可能です。 

 

注意：USB フラッシュメモリーへデータを保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッ

シュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは

FAT32 のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 

 

注意：プレ再生”，“ポスト再生”で選択した期間全ての録画データが無い場合は録画データが

存在する期間の中で再生再生されます。 
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注意：暫くパスワードの変更が行われていない場合、パスワード変更を促すダイアログが表示さ

れる場合がございます。セキュリティ上、定期的なパスワード変更を推奨します。なお、ここ

で変更したパスワードは本体のパスワードも同じように変更されます。パスワードについて

は、「3.3 パスワード」をご参照ください。 
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7.2.1 ライブ 

これは、Web クライアントにログインした後に開く最初の画面です。ここでは、ライブプレビューの視

聴，ローカルコンピュータへの手動録画，画面のスナップショット撮影，PTZ コントロール，カラー調

整などを行うことができます 

 

1- チャンネルリスト: クイックカメラ機能クリックボタン のチャンネルリストを開き、チャンネルリ

ストを表示します。クリックボタン をクリックしてチャンネルリストを非表

示にします。 

  ： ライブビデオストリームのオン/オフを切替えます。ライブビデオストリーム

がオンの場合、ボタンは青色です。 

 ： 手動スナップショットボタン。現在のライブディスプレイのスナップショットをコン

ピュータに保存するときにクリックします。 

： ビットレートボタン。メインストリーム，サブストリーム，スマートフォンストリーム

を選択できますスマートフォンストリームは IPC チャンネルでのみ使用できます

メインストリーム，サブストリームは本機の録画設定で録画スイッチ＝オフ，スト

リームモード＝メインを御設定の場合でも問題なくご利用いただけます。 

 

2- ライブビデオストリームオプション: 

メインストリーム:  高品質のメインストリームビデオ設定を使用して、すべてのライブビデオを

表示します。 

サブストリーム:  中間品質のサブストリームビデオ設定を使用して、すべてのライブビデオを

表示します。 

モバイルストリーム: 帯域幅を節約するために、低品質のスマートフォンストリームビデオ

設定を使用して、すべてのライブビデオを表示します。IPC チャンネル

に対してのみ使用できます。 

3- メインメニュー: 

ライブ: ライブ映像の受像。 

再生 : NVR の HDD に保存されている録画ビデオ/画像を検索して表示します。 

リモート設定 : NVR 設定メニューへアクセス。 

4- 情報:  マウスカーソルを合わせると、システムの詳細が表示されます。 

5- 終了（ログアウト）:  Web クライアント・マネージャーを終了します。使用しない場合等はセキュリ

ティのためログアウトしてください。 
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6- カラー コントロール:  カラーコントローラーの表示/非表示を切り替えます。 

  

7- PTZ コントロール :  PTZ コントローラーを表示または非表示にする場合にクリック

します。 

 

 
 

8- ライブビューコントロールボタン: 

 

 
画面の分割数を選択できます  

 

すべてのライブチャンネルを開きます。 

 

すべてのライブチャンネルを閉じます。 

 

オリジナルのアスペクト比でライブビデオを表示します。 
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ストレッチ:アスペクト比を画面に合わせて伸ばします。 

 

Web クライアントを全画面表示に拡大します。 

 

スナップショット: 現在表示されているすべてのチャンネルのスナップショットを

コンピュータに保存します。 

 

デジタルズーム:ライブ画像をクリックし、ライブ画像の領域をクリックしてドラッ

グして拡大します。右クリックすると、標準表示に戻ります。 

 

ボリュームコントロール。 

 

 
ミュート状態です。 

9- ナビゲーション:  画面に表示されるチャンネルの現在のページ番号を表示します。方向キー

を使用してページを切り替えます。 

 

右下には通知ポップアップが表示されます。 

 

10- ステータスアイコン： 

Ｒ ： 録画中であることを示します。 

M ： モーションイベントを検知したことを示します。 

M ： モーションイベントによってモーション録画中であることを示します。 

I ： IO 外部トリガを検知したことを示します。 

I ： IO 外部トリガによって IO 外部トリガ録画中であることを示します。 

S ： AI 又は AI のイベントを検知したことを示します。 

S ： AI 又は AI のイベントによってイベント録画中であることを示します。 

PIR ： これは、IPC が PIR イベントを検知したことを示します。 

PIR ： これは、IPC が PIR イベントによってイベント録画中であることを示します。 

11- 手動アラーム： 手動で外部アラーム出力を ON/OFF します。 
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7.2.2 録画再生 

NVR 内の HDD に保存されている録画ビデオを検索して再生し、ビデオをパソコンにダウンロードで

きます。 

 

 

録画を検索するには: 

1. ウィンドウの右上隅にある[再生] をクリックします。 

2. ウィンドウの左上隅のプルダウンより再生対象を選択します。通常の録画検索の場合は“基

本”を選択します。その他の項目につきましては、「6.1 検索機能の使用」をご参考にご利用く

ださい。 

 

3. [日付]で、録画を検索する日を選択します。録画の日付には赤い下線が表示されます。 
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4. [サーチタイプ]から検索する種類を選択します。 

 

5. ストリームから検索して再生したいビデオストリームを選択します。 

 

注意：サブストリームを再生したい場合は、デュアルストリームで録画するように NVR を設定し

たことを確認してください。 

6. 録画を検索したいチャンネルを確認してください。すべてのチャンネルを一度に再生するには、

（すべて再生）をクリックします。 

7. [検索]をクリックします。 

8. 検索に合った録画がタイムラインに表示されます。再生を開始するビデオのセクションをク

リックし、再生ボタン をクリックします。同時再生する場合には同時再生ボタン を

クリックします。 
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7.2.2.1 再生コントロールボタン 

 

 
停止 

 
再生 

 
一時停止 

 

再生中のチャンネルのいずれかをクリックし、このキャプチャボタンをクリックすると

静止画をパソコンに保存します。 

 

[ダウンロード] メニューを開くと、複数のビ

デオ録画を一度にダウンロードできます 

ダウンロードしたいファイルを選択し、

[ダウンロード開始]ボタンを押すとダウ

ンロードを開始しダウンロードの状態が

表示されます。停止するには、[ダウン

ロード停止] ボタンを押します。 

 

 

再生速度: クリックして再生速度を選択します。 

 

 

すべてのチャンネルを再生: クリックすると、検索対象に選択したすべてのチャン

ネルを再生します。同期再生オプションがチェックされていない場合にのみ使用で

きます 

 

すべてのチャンネルを停止: クリックすると、すべてのチャンネルの再生を停止

します。同期再生オプションがチェックされていない場合にのみ使用できます 

 
デジタルズーム: ビデオを再生してクリックし、ビデオの領域をクリックしてドラッグ

すると拡大します。右クリックすると、標準表示に戻ります。 

 
オリジナルの比率:  元のアスペクト比で再生ビデオを表示 

 
ストレッチ:  アスペクト比を画面に合わせて伸ばします。 

 
全画面:  Web クライアントを全画面表示に拡大します。 
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7.2.3 リモート設定 

ここでは、NVR の設定をリモートで設定できます詳細については、「第 5 章 NVR システムの設定」

をご参考ください。 
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第 8 章 バックアップ映像をパソコンで閲覧す

る 

このセクションでは、ビデオプレーヤーでバックアップファイルを再生する方法をご紹介いたします。 

 

最小システム要件 

• OS: Windows10 

• CPU: Intel I3 以上 

• RAM: 2GB 以上 

• VRAM: 1GB 以上 

1. ビデオプレーヤーソフトウェアをインストールして実行します。 

 

2. バックアップファイルをパソコンにコピーします。 

3. ボタンをクリックするか、または [Play List] の[+] ボタンをクリックして、1 つま

たは複数のビデオ ファイルを読み込みます。".rf", ". avi", ".mp4", ".264", ".265" ファイルの再

生をサポートしています。バックアップされたビデオを含むフォルダをロードするには、 ボタン

をクリックします。  
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[キャプチャ設定]: スナップショットを保存する形式と保存先を設定し

ます。 
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9.2.3 ファイル一覧 
スマホで行った録画や静止画の閲覧が可能です。 
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9.2.6.2 ［日時］設定画面 
設定の詳細は、「5.6.1.1 日付と時刻」、「5.6.1.2 NTP 設定」、「5.6.1.3 サマータイム(夏時間 DST)設

定」を参照してください。 

  

 

 

9.2.6.3 ［HDD］設定画面 
設定の詳細は、「5.5.1 ディスク管理」を参照してください。 
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9.2.6.8 ［システム情報］画面 
システム情報が閲覧可能です。詳細は、「5.6.6 システム情報」を参照してください。 

 
 

 

 

9.2.6.9 ［メール］設定画面 
設定の詳細は、「5.4.3.1 メール設定」を参照してください。 
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第 10 章 付録 

10.1 トラブルシューティング, FAQ 
1. Q: パスワードを変更しましたが、新しいパスワードを忘れた場合、システムにアクセスするにはど

うすればいいですか？ 

A: 設定が全て出荷状態へ戻りますがリセットを行うとパスワードもリセットされます。“リセットス

イッチ設定”でHDDフォーマットを御設定の場合は同時に搭載されている全てのHDDフォーマッ

トが実施され、搭載されている全てのHDD内の全データが消去されます。詳しくは、「1.1 リアパ

ネル」，「5.6.4.6 リセットスイッチ設定」をご参照ください。 

2. Q: NVRとカメラを接続することで、異常なビデオ信号やビデオ信号が表示されません。両方のデ

バイスの電源はOKです。何が間違っていますか？ 

A: NVR側のネットワークケーブルを確認して、ケーブルがしっかりと接続されているか、ケーブ

ルが摩耗して交換する必要があるかどうかを確認するか、NTSCまたはPALが一貫して選択

されているかどうかを確認します。 

3. Q: NVR が熱の影響を受けないようにするには？ 

A: NVRは、稼働中に十分に放熱する必要があります。NVRの安定性と寿命を確保するために、

空気循環が良好で熱源から離れた場所にNVRを置いてください。 

4. Q: 録画中に検索再生できます。か？ 

A: システムは、録画動作中の検索再生機能をサポートします。 

5. Q: NVR の HDD でレコードを消去できます。か？ 

A: ファイルのセキュリティを考慮して、レコードの一部をクリアすることはできません。ロックの

有無にかかわらず全てのレコードを削除する場合は、HDD のフォーマットを行います。 

6. Q:NVRにリモートログインできないのはなぜですか？ 

A: ネットワーク接続の設定が正しいか、RJ-45 ポートが良好な接続状態にあるか確認してくださ

い。アカウントとパスワードが正しく入力されているかどうかを確認します。 

7. Q: NVR がPTZ を制御できません。どうしたらよいですか？ 

A: 以下についてご確認ください。 

1) 手前のPTZが誤動作しています。 

2) PTZデコーダの設定、接続、インストールが正しくない。 

3) NVRの PTZ 設定が正しくない。 

4) PTZ デコーダのプロトコルが NVR のプロトコルと一致しません。 

5) PTZ デコーダのアドレスが NVR のアドレスと一致しません。 

6) 多くのデコーダが接続されている場合 、PTZデコーダのABラインの最も遠い側に120Ωの抵

抗を加えて、インピーダンスマッチングを実現する必要があります。そうしないと、PTZ制御が

不安定になります。 

8. Q: アラームが機能しないのはなぜですか? 

A: アラーム設定、アラームスケジュール設定、アラーム接続、アラーム入力信号が正しいか確認

してください。 
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9. Q: WEBクライアントからファームウェアアップデートできません。 

A: ADMINパスワード認証ができない場合はファームウェアアップデートを実施できません。又、本

体が設定操作中/録画検索中の場合はファームウェアアップデートができません（メニュー一

覧画面表示中だけの場合は可能です）。 

10. Q:なぜブザーは鳴り続けるのですか? 

A: アラーム設定を確認し、モーション検出機能が有効になっているか、オブジェクトの動きが

常に検出されているか、I/Oアラームのノーマルオープン・ノーマルクローズの設定が誤って

いないかどうかを確認してください。また、対応するHDDアラーム設定を参照してください。 

11. Q: [停止]ボタンを押したり、 コンテキストメニューの[録画の停止]をクリックして録画を停止で

きないのはなぜですか? 

A:  [停止] または [録画の停止] を押すと、手動録画の録画停止しかできません。特定の時

間にスケジュールされた録画を停止したい場合は、スケジュール設定を「録画なし」に変更

してください。スタートアップ録画を停止するには、予約録画または手動録画にレコードモー

ドを変更します。その後、所定の方法で録画を停止することができますまた、録画を停止す

る別の方法は、チャンネルを録画設定で録画スイッチをオフへ設定することです。 

12. Q:「非表示」設定中チャンネルのライブ音声が出ない。 

A: 如何なる場合でもNVRのライブ画面では、「非表示」設定中のチャンネルの音声は出ませ

ん。（「非表示」設定中においても録画設定で音声の項目が有効となっている場合、その

チャンネルの録音は行われます） 

13. Q:「非表示」設定したチャンネルがWebクライアントやRXCamViewで表示されている。 

A:「非表示」設定はVGA，HDMI，CVBS出力に対してのみ有効です。 

14. Q: AHD，TVIでカラー映像が白黒で受像される。 

A:「チャンネル」－「ライブ」－「カメラタイプ」で‟AUTO”ではなく、‟AHD”又は‟TVI”へ手動設

定してご利用ください。 

15. Q: CVBSへメニュー画面（OSD）が出力されない。 

A: メニュー画面（OSD）はメイン出力（HDMI,VGA）へのみ出力されます。 

16. Q:録画が上書きされない。 

A: 上書き設定をご確認ください。又は、ロックしているファイルをご確認ください。 

17. Q:指定した検出領域でスマート検索を行いたい。 

A: 「6.1.4.1 スマート検索エリア」をご覧ください。 

18. Q:録画再生のタイムラインの凡例の“アラーム”とは何ですか。 

A: 凡例の“アラーム”は、イベントが重複した場合に表示されます。 

19. Q:そのCHで トリガが重複した際はどういう動作を行いますか。 

A:（ブザー/ラッチタイム/録画継続時間）最終の トリガからカウントダウンが開始されます。 

20. Q:アラームでの全画面表示中に別CHで トリガが発生した場合、切り替わりますか？ 
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A: 切り替わります。 

21. Q:本体内部の外部IOアラームリレーは修理/メンテナンス可能ですか？ 

A: 本体内部の外部IOアラームリレーは修理/メンテナンスができません。 

22. Q: “WEB SESSION TIMEOUT” はウェブラウザアクセスへのみ適用されますか？ 

A: “WEB SESSION TIMEOUT” はウェブラウザアクセスへのみ適用され、VMSクライアント

接続へは適用されません。 

23. Q:次の画像のプロンプトが表示されました。これは何ですか？ 

 

A: このプロンプト画面はディスクタイプを変更した場合、又は、ハードディスク（内蔵ディスク）

を交換又は一旦取外しされた場合に表示される場合がございます。なお、ご自身で内蔵

ディスクの取外しや交換を行われた場合は保証対象外となりますのでご注意ください。ハー

ドディスク（内蔵ディスク）の交換及び増設をご検討の際は代理店までご相談いただきます

ようお願いいたします。 

24. Q: NVRは正常に動作するが、フロントパネルでNVRを制御できないのはなぜですか? 

A: 「5.6.1.4 パネルキー設定」をご覧いただき、システム設定とキーロック状態をご確認くださ

い。 

25. Q:ログは削除できます。か？ 

A: セキュリティを考慮して、HDDフォーマットしてもログは消えないようになっております。 

26. Q:リモートコントローラーは別売りで取扱いはございますか？ 

A: リモートコントローラーの取扱いはございません。ご了承ください。 

27. Q: 電源に接続した後にNVRが起動できないのはなぜですか？ 

A: ACアダプタが故障している場合、ACアダプタを変更してください。 

28. Q: NVRをオンにした後、ブルースクリーンで何も表示されない。 

A:  

1) カメラの電源ケーブルがしっかりと接続されているか確認してください。 

2) NVR背面パネルのカメラ出力コネクタとビデオ入力コネクタを確認してください。 

29. Q: NVRのチャンネルに画像が表示されないのはなぜですか？ 

A:  

1) NVR設定：NVRで非表示のカメラ機能を有効にしているかどうかを確認してください。 

2) 接続：ケーブルとインターフェースを確認してください。 

3) カメラ：カメラをご確認ください。 

30. Q: 1 時間ごとに使用されるストレージが期間によって異なるのはなぜですか？ 

A:  
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1) 録画設定と密接に関連しています。異なるレコードフレームレート，解像度，画質では異な

るビットレートを持ちます。レコードのフレームレート，解像度，画質が低いほどビットレート

は低くなります。 

 

2) 使用されるストレージは映像変化の大小と密接に関連しています。映像変化が静かな場

合は使用されるストレージが少なくなります。映像の変化が大きい場合は使用されるスト

レージが大きくなります。つまり、異なる映像では使用されるストレージ量に大きなギャッ

プが発生する可能性があります。 

31. Q: 動きがありますがNVRが トリガが発動せず記録しません。なぜですか？ 

A:  

1) モーションの場合、モーション検出時間とモーション検出範囲設定が正しいか、モーション

検出対象は正しいか、感度が低すぎないかどうかを御確認ください。 

2) モーションの場合、モーション記録するにはモーション機能をONにしてスケジュール設定を

行う必要があります。「5.1.6モーション（パラメータ設定）」，「5.1.6.1 モーション（アラーム設

定）」，「5.2.2.2 録画スケジュール」，「5.2.3.2 キャプチャスケジュール」をご覧ください。 

3) 音声検知の場合、映像に動きがあっても音声検知の無い場合は記録しません。 

4) コンビを組んでいませんか？コンビ元の単独の2つのアラームは無効化されます。「5.3.7 

コンビネーションアラーム（COMBINATION ALARM）」をご覧ください。 

5) AIによる トリガが発動しない場合：（ トリガへ設定している仮想エリアをご確認ください）

仮想ライン/仮想エリアの縁がカメラ映像のエッジ/コーナーに近すぎている場合は トリガ

できない場合がございます。 

6) AIによる トリガが発動しない場合：（パラメータをご確認ください）顔認識の最小/最大ピク

セルの誤設定等がないかご確認ください。 

7) AIによる トリガが発動しない場合：「5.1.9.15 AI機能のスケジュール設定」を御参考にス

ケジュール設定をご確認ください。 

8) スケジュール動作が実時間とズレていませんか？ 時刻設定をご確認ください。 

32. Q: LANでNVRにアクセスすることができます。が、インターネットからNVRにアクセスできませ

ん。なぜですか？ 

A:  

1) LANがインターネットにつながっていません。又はそのLANに不具合があります。 

2) そのLANはNVRに対して適切なポートフォワーディング設定が行われていません。 

3) P2P機能を使用しない場合で固定IPではない場合にはDDNSサービスが必要ですが、

NVR，ご利用のLAN環境，DDNSサーバで適切にDDNSが設定されていません。 

4) P2P機能をご利用の場合、NVRがDNS解決できていない場合がございます。 

33. Q:音声検知して良いはずだがNVRは トリガを発動せず記録しません。なぜですか？ 

A:  

1) 音声入力ケーブルに不具合がないことをご確認ください。 

2) [システム] – [基本設定] の“音声入力タイプ”をご確認ください。 

3) 音声入力音圧が低い場合は増幅アンプの導入をご検討ください。 

4) 音声入力端子の差し間違いがないことをご確認ください。 

5) 音声検知のライトスケジュールをご確認ください。詳しくは、「5.1.9.8 音声検知」を御参照く

ださい。 

34. Q: 不在中に他の人が録画を止めないようにすることはできます。か？ 

A: “画面ロック”を行うことで、正しいパスワードを持っていない限り誰もNVRを操作することが

できなくなります。「4.2.3.1 画面のロック解除とロック」をご覧ください。 

35. Q: NVRの内蔵HDDのすべての録画データを消去するにはどうすればよいですか？ 
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A: デバイス設定の「HDDフォーマットセット」オプションを選択します。「5.5.1 ディスク管理」をご

覧ください。但し、HDDフォーマットを行ってもログは残ります。 

36. Q: PCでNVRの内蔵HDDの録画データを録画再生できます。か？ 

A: VMSソフトウェア又はWEBブラウザアクセスでNVRの内蔵HDDの録画データを録画再生可

能です。 

37. Q: S.M.A.R.T.でエラーが確認されたのでHDD交換及び録画映像のバックアップをお願いした

い。 

A: お早めに代理店までご相談ください。 

38. Q:MICROSOFT EDGE ブラウザに対応していますか？ 

A: MICROSOFT EDGE ブラウザによるライブ閲覧，録画再生，録画映像バックアップをサポー

トしています。 

39. Q:録画バックアップ，ファームウェア更新をするために、NVRへUSBフラッシュメモリーを接続し

ますが検出しません。 

A: そのUSBフラッシュメモリーが対応していない可能性があります。 

40. Q:ログ検索は何処ですか？ 

A: 「5.6.4.1 ログ」をご参照ください。 

41. Q:“画面ロック”と“ログアウト”の違いは何ですか？ 

A: “画面ロック”は“画面ロック”を行ったアカウントでのみロック解除できます“ログアウト”の

場合はログインの際にアカウントを変更可能です。アカウントを選択してログインするにはパ

スワードによるログインが必要です。パターン認証画面の場合は、[パスワード]ボタンをクリッ

クしてパスワード認証画面へ移行します。ログイン画面を表示中のNVRはログイン中同様に

録画等のバックグラウンド動作を行っております。 

 （パターン認証画面） 
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（パスワード認証画面） 

42. Q:登録されたIP CHが接続できません。私は何か間違っていますか？ 

A: もしも、そのIPCのWEBクライアントへログインした際にパスワード変更を促すダイアログが

表示されましたらパスワードを変更することで登録されたIP CHが接続できるようになります。

このダイアログは定期的なパスワード変更を促し、セキュアな遠隔接続であり続けることをサ

ポートします。 

 

43. Q:モーション録画でカラスを検知してしまう。どうにかならないか。 

A:  

1) 本機のモーション機能ではモーションの検知対象を設定可能です。[ターゲット検知]を用

途に合わせて“人”又は“車両”をご選択ください。 

2) 本機のAI機能である[人＆車両]をご利用ください。用途に合わせて“人”又は“車両”或い

は両方をご選択ください。 

44. Q: ライブ出力の “スケール＆オフセット” が調整できない。 

A: ライブ出力解像度の “自動認識” を解除してください。 

45. Q:認可証明書ファイルを読み込ませたが“認証が失敗しました”と表示されてパスワードリカバ

リが出来ない。どうにかならないか。 

A:  

1) 認可証明書ファイルが壊れている可能性がございます。認可証明書ファイルを別デバイ

スへバックアップされている場合はバックアップしている認可証明書ファイルをお試しくださ

い。 

2) 設定が全てデフォルト値へセットされますが、本体裏面のリセットボタンを10秒程度押しま

すとパスワードも “cctv1212@”（半角小文字英数字記号） へリセットされます。（「1.1 リア

パネル」の 表の「NO.5 RESET」，「5.6.4.6 リセットスイッチ設定」をご覧ください） 

46. Q: “ライブ出力”の”出力解像度”を変更の場合に録画は停止するか？ 

A: 停止しません。 

47. Q: NVRでUSBフラッシュメモリーをフォーマットできるか？ 

A: バックアップ画面よりUSBフラッシュメモリーをフォーマット可能です。「3.4 USBフラッシュメ

モリーを本機でフォーマットする」をご参照ください。 

48. Q: USBフラッシュメモリーへライブ画面を直接スクリーンショットできるか？ 
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A: 一旦本体へ手動キャプチャを行っていただき、写真検索でUSBフラッシュメモリーへ保存す

る手順となります。詳しくは、「4.2.1 カメラクイックツールバー」，「5.2.3.1 キャプチャ」をご覧くだ

さい。なお、全ての手動キャプチャのキャプチャ画質は “録画設定” －  “キャプチャ” で設定

した画質が適用されます。 

 

49. Q:再生録画している最中にUSBフラッシュメモリーへ直接スクリーンショットしたい。 

A:本体でプログレスバー上部にある手動キャプチャアイコンをクリックしますと録画再生中の

ハイライトされたチャンネルのUSBフラッシュメモリーへの手動キャプチャが可能です（4つの

チャンネルをキャプチャする際は4回の手動キャプチャ操作が必要です）。詳しくは、「6.1 検索

機能の使用」をご覧ください。なお、全ての手動キャプチャのキャプチャ画質は “録画設定” 

－  “キャプチャ” で設定した画質が適用されます。 

 

50. Q:録画再生しているこの画面をNVR本体へ、今、キャプチャしたい。 

A: 録画再生映像のキャプチャはUSBフラッシュメモリーへのみ可能です。しかし、あなたはこ

の日時のこの映像のこの瞬間に対して“カスタムタグ”を付けることが可能です。タグ名は半

角文字である必要がございます。詳しくは「6.1.6 タグ検索」をご覧ください。 

  

51. Q:IP-CHでOSD表示位置が調整できない。 

A:そのIPカメラは対応していない可能性がございます。 

52. Q:本機でブザー音を止めたい。 

A: で、そのイベントの へ設定します。 

53. Q:本機でブザー音をスケジューリングできないか？ 

A: “アラームスケジュール” の “ブザー” で、スケジューリング設定します。 
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54. Q:  SDGS（エスディージーズ）、ROHS（ローズ）へ対応しているか？ 

A: ROHS2へ対応し、SDGS 問題ございません。 

55. Q:  CVBSでIPチャンネルが出力されない？ 

A: CVBS出力はアナログチャンネルのみ出力が可能です。XVRモードの場合であってもIP-

CHはCVBS出力の対象外です。 

56. Q:  録画再生で、“リソース不足です”と表示される。 

A: サブストリームでの再生、又は、分割画面表示の場合は分割数を下げる、又は、1CH表示

での再生をお試しください。 

57. Q:  遠隔操作でモード切替ができない。 

A: 遠隔操作でのNVR/XVRモードの切換えをサポートしておりません。 

58. Q:  遠隔操作でCVBS設定ができない。 

A: 映像出力関連の設定について遠隔操作ではメイン映像出力の解像度のみが設定可能で

す。 

59. Q:  音声警告（音声プロンプト）の最大登録件数？ 

A: 42件です。 

60. Q:  現在のカメラの映像はどうやって見るのか？ 

A: 現在のカメラの映像はライブ画面で確認可能です。 

61. Q:  接続可能なメインディスプレイとは何か？ 

A: HDMIまたはVGA入力へ対応したディスプレイがご利用可能です。なお、4K (3840 × 2160),  

2K (2560 × 1440)はHDMIのみでの対応となります。 

HDMI入力対応ディスプレイの場合 

4K (3840 × 2160),  2K (2560 × 1440), 1920 × 1080, 1440 × 900, 1280 × 1024, 

1280 × 720, 1024 × 768 の解像度に対応したディスプレイが御利用可能です。 

VGA入力対応ディスプレイの場合 

1920 × 1080, 1440 × 900, 1280 × 1024, 1280 × 720, 1024 × 768 の解像度に対

応したディスプレイが御利用可能です。 

62. Q:  接続可能なサブディスプレイとは何か？ 
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A: NTSC対応ディスプレイ、又は、PAL対応ディスプレイをご利用可能です。初期値はNTSC

となっております。 

63. Q:  E-SATAのハードディスクが繋がらない。 

A:  

1) ホスト側がTXV-4EX，TXV-8EX，TXV-16EX，TKV-4，TKV-8ではありません。TXV-4EX

，TXV-8EX，TXV-16EX，TKV-4，TKV-8ではE-SATA接続を御利用いただけません。

TKV-16でのみE-SATAのハードディスクが接続可能です。 

2) TKV-16でE-SATA端子が有効に設定されていません。 

3) E-SATA端子のディスクのご利用には本機（TKV-16のみ）でフォーマットされている必要

がございます。 

64. Q:  E-SATAのディスクが認識されない。 

A:  

1) TKV-16でE-SATA端子が有効に設定されていません。 

2) E-SATA端子のディスクのご利用には本機（TKV-16のみ）でフォーマットされている必要

がございます。 

3) E-SATA端子のディスクはバックアップ用途で御利用いただけません。 

65. Q:  カメラタイトルの始まりに “A-“ , “T-“ , “C-“ , “IP-“ を入力した覚えはない。 

A: OSD上ではカメラチャンネルの受像信号種別が把握できるよう、カメラタイトルの始まりに 

“A-“ , “T-“ , “C-“ , “IP-“ の文字が自動的に付与されタイトル表示されます。AHDのアナ

ログカメラチャンネルにはカメラチャンネルOSD上でのみカメラタイトルの始まりに “A-“ の

文字が自動的に付与されタイトル表示されます（しかし、“チャンネル情報画面”ではカメラ

タイトルの始まりに “A-“の文字は付与されず御設定のチャンネル名のみ表示されます）。

TVIのアナログカメラチャンネルにはカメラチャンネルOSD上でのみカメラタイトルの始まり

に “T-“ の文字が自動的に付与されタイトル表示されます（しかし、“チャンネル情報画面”

ではカメラタイトルの始まりに “T-“の文字は付与されず御設定のチャンネル名のみ表示さ

れます）。CVIのアナログカメラチャンネルにはカメラチャンネルOSD上でのみカメラタイトル

の始まりに “C-“の文字が自動的に付与されタイトル表示されます（しかし、“チャンネル情

報画面”ではカメラタイトルの始まりに “C-“ の文字は付与されず御設定のチャンネル名の

み表示されます）。IPカメラチャンネルにはカメラチャンネルOSD/録画検索画面/設定画面

上でのみカメラタイトルの始まりに “IP-“ の文字が自動的に付与されタイトル表示されます

（しかし、“チャンネル情報画面”ではカメラタイトルの始まりに “IP-“の文字 は付与されず

御設定のチャンネル名のみ表示されます）。NTSC又はPALのアナログカメラチャンネルに

はカメラチャンネルOSDの始まりに自動での文字付与は無く御設定のカメラタイトルのみタ

イトル表示されます。詳しくは、「4.2 ライブビュー画面の概要」をご参照下さい。 

66. Q:  端子台（SENSOR, ALARM, RS-485）に使用するケーブル仕様? 

A: 

 

 

67. Q:  TXV-16EX の NVR モードに AI 機能がありませんし、XVR モードのアナログチャンネルで

AI が使えない。 

A: TXV-16EX のアナログ CH1～アナログ CH16 は AI 機能が使用できない仕様です。 

68. Q:  H.265 は H.264 に比べてストレージ容量が少なくて済む？ 

A: H.265はH.264のおおよそ50％～75％のビットレートで同じ映像品質を保つことが可能な映

像フォーマットです。例えば次の様な対応が可能です。 
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1) H.265とH.264で同じビットレートで録画した場合、H.265録画の場合はH.264録画の場合

に比べてブロックノイズ耐性がおおよそ25～50％向上します。街路樹が映り込む等でブ

ロックノイズ発生の懸念がある場合、H.265録画でブロックノイズ耐性を増やします。 

2) これまでH.264録画で映像品質に問題の無かった（ブロックノイズが発生しなかった）

ビットレートが把握できている場合、H.265録画で50～75％のビットレートに抑えること

が可能です。 

 

  



TNV-R4PW/R8PW/R16PW ユーザーマニュアル 

258 

10.2 メンテナンス 
 

 

 

1. NVR をシャットダウンするには、最初にシステムをシャットダウンしてから電源を切ります。電源を

直接オフにした場合、HDD データが破損する恐れがあります。 

2. NVR は高温になる場所に設置しないでください。 

3. 内部にほこりが溜まっている場合，異物が入った場合は代理店までメンテナンスを御依頼くださ

い。 

4. 機器の電源が入った起動中の状態のままでオーディオケーブルやビデオケーブル、RS-232 や

RS-485 などのコネクタに接続されたケーブルを抜き差しないでください。 

5. データの損失に備え、HDD は 2～3 年に一度 S.M.A.R.T ヘルスチェックを実施することを推奨い

たします。 

6. NVR の音声信号や映像信号が他の電子機器に介入しないようにし、静電気や誘起電圧による

HDD の破損を防止してください。ネットワークケーブル/ネットワークスイッチが長年継続して接

続されている場合は、ネットワークケーブル/ネットワークスイッチの定期交換メンテナンスを推

奨いたします。 

7. 長期で連続してご利用の際は、AC コード，AC アダプタのプラグが奥までしっかり差し込まれて

いることを定期的にご確認ください。 

8. この装置を住宅環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者

が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

9. 標準搭載 HDD の仕様は以下の通りです。 

メーカー/ブランド Western Digital/WD Purple 

記録方式 CMR 

ホストからドライブ/ドライブからホスト（サステインド） 145 MB/s 

キャッシュ 64MB 

ロード/アンロードサイクル 300,000 

年間ワークロード率 180TB/年間 

MTBF（平均故障間隔） 1,000,000 

※ ワークロード率は、ハードディスクドライブに相互転送されたデータ量として定義されて

います。年間ワークロード率=（転送済み TB x（8760 / 記録された電源オン時間））。 

HDD は消耗品です。 ２～３年での計画的な S.M.A.R.T ヘルスチェックを推奨いたします。 

日本防犯設備協会発行 維持管理基準（SES E 7702-3） をご参考にしてください。 

詳しくは日本防犯設備協会へお問い合わせください。TEL：03(3431)7301 

www.ssaj.or.jp 
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10.3 付属品(参考) 
 

クイックガイダンス 

 

添付 CD-ROM 

 

AC アダプタ 

(DC12V/5A)， 

電源ケーブル 

 

USB マウス 

 

機能拡張コード 

[TKV-16, TXV-16EX のみ]  

※TXV-16EX の場合は機能拡張コードへ CVBS

出力用の BNC 端子が付いています。 
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10.5 用語集 

サスティナブル (Sustainable Development Goals: SDGs) 
持続可能な開発目標(英語:Sustainable Development Goals、SDGs エスディージーズ)です。

世界中にある環境問題,差別,貧困,人権問題といった課題解決に向けて「誰一人取り残さない

（leave no one behind）」持続可能な社会の実現を目指す世界共通の目標です。2015 年 8 月

2 日現在、193 カ国がこの目標を承認しました。これらの目標は 2016 年から 2030 年まで続き

ます。本製品は“RoHS2”へ対応しており、皆様のサスティナブルライフを応援致します。 

 

デュアルストリーム 
メインストリームとサブストリームの両方のことです。 

 

トリガ 
きっかけとなる出来事のこと。イベント。自動的に特定の処理を行う仕組みなどをこのように呼

びます。例えば、モーション録画の場合はモーションを利用して（ トリガにして）自動で録画動

作させます。 

 

ノーマルオープン 
通常の状況下で接点は開回路であり、閉回路になるには外力やその他の信号が必要であり、

この接点は「ノーマルオープン」接点(Normal Open、N.O.または NO)または「A 接点」と呼ばれ、

英語では Break とも呼ばれます。 

 

ノーマルクローズ 
通常の状況下で接点は閉回路であり、開回路になるには外力やその他の信号が必要であり、

この接点は「ノーマルクローズ」接点(Normal Close、N.C.または NC)または「B 接点」と呼ばれ、

英語で Make とも呼ばれます。 

AI 
従来の検知 トリガにはない、高度な検出機能を提供します。 

 

DDNS 
ダイナミック DNS(DDNS)は、インターネットドメイン名を可変 IP アドレスにポイントするシス

テムです。 DNS はドメイン名と IP アドレスの間の静的な対応のみを提供し、IP アドレスが

変更されると、DNS はドメイン名と IP アドレスの間の対応を動的に更新できないため、ア

クセスエラーが発生します。 しかし、DDNS システムは、ユーザーの動的 IP アドレスを固

定ドメイン名解決サービスにマッピングし、ユーザーがネットワークに接続するたびに、クラ

イアントプログラムは、ホストの動的 IP アドレスを情報伝送を通じてサービスプロバイダの

ホスト上にあるサーバプログラムに送信し、動的ドメイン名解決を実現する。DDNS は、ドメ

イン名と DNS サーバ上の IP アドレス間の対応を動的に更新し、ドメイン名を介して正しい

IP アドレスにアクセスできるようにするために使用されます。 多くの組織は、バックグラウ

ンドで実行され、数分ごとにコンピュータの IP アドレスをチェックし、IP が変更された場合

に IP アドレスを更新するように DNS サーバに要求を送信する DDNS サービスを提供して

います。無人または不便な外部ルーターの場合、ビデオ監視は DDNS が統合された監視

機器を使用し、DDNS サービスを申請して取得したユーザー名とパスワードを関連フィー
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ルドに入力し、ブロードバンド回線を介して直接接続することもできます リモート監視端末

には、ドメイン名から直接アクセスできます。 

DHCP 
ダイナミック・ホスト・コンフィギュレーション・プロトコル（DHCP）は、インターネット・プロトコ

ル・ネットワークでの動作のための設定情報を取得するための装置（DHCP クライアント）

で使用されるネットワークアプリケーションプロトコルです。 

HDD 
ハードディスクドライブの略。磁気面とプラッタ上にデジタルエンコードされたデータを格納する

記憶媒体です。 

HTTP 
Hyper Text Transfer Protocol 転送プロトコルの略。ネットワークを介してサーバとブラウザ間

のハイパーテキストの要求と情報を転送するためのプロトコルです。 

NTP 
ネットワークタイムプロトコルの略。ネットワークを介して時刻同期させるために設計されたプ

ロトコルです 。 

NTSC 
National Television System Committee（全米テレビジョンシステム委員会）の略。NTSC は、

米国や日本などの国々で使用されるアナログテレビの規格です。NTSC 信号の各フレーム

は 60Hz で 525 本の走査線が入っています。 

NVR 
ネットワークビデオレコーダーの略。NVR は、 IP カメラ、 IP ドームと他の NVR の一元管理と

ストレージに使用される PC ベースまたは埋め込まれたシステムにすることができます。 

 

PAL 
Phase Alternating Line（位相反転線）の略。PAL は、世界の大部分で放送中のテレビシステ

ムで使用されている NTSC とは別のビデオ標準です。PAL 信号は 50Hz で 625 本の走査線

が入っています。 

 

PPPoE 
イーサネット上のポイントツーポイントプロトコルは、イーサネットフレームの内側にポイントツー

ポイントプロトコル（PPP フレーム）をカプセル化するためのネットワークプロトコルです。 個々の

ユーザーがイーサネット上とプレーンメトロイーサネットネットワークにおける ADSL トランシーバ

（モデム）に接続し、 ADSL サービスで、主に使用されます。ADSL トランシーバ（モデム）に接続

し、 ADSL サービスで、主に使用されます。 

 

PTZ 
パン、チルト、ズームの略。カメラが左右（パン）、アップとダウン（チルト）、ズームイン、ズーム

アウトすることができるモータ駆動システムです。 
 



TNV-R4PW/R8PW/R16PW ユーザーマニュアル 

263 

SEQ 
 シーケンス動作の略。 

 

SNMP 
SNMP は、Simple Network Management Protocol と呼ばれる SNMP マネージャと SNMP エー

ジェント間の通信プロトコルです。IETF (Internet Engineeriing Task Force、インターネット エン

ジニアリング タスク グループ) によって定義された SGMP (Simple Gateway Monitor Protocol、

シンプルゲートウェイ モニタリング プロトコル) に基づくネットワーク管理プロトコルです。 

SNMP テクノロジーを活用したネットワーク管理ステーション(NMS) では、管理ワークステーショ

ンが SNMP を使用してリモートでコンピュータワークステーション，端末，ルーター，ハブ，ネット

ワークプリンタなどのネットワーク上のすべてのサポートされたデバイスの、デバイスの状態，

デバイス構成の変更，イベント警告を監視可能です。”ZABBIX” は SNMP エージェントソフト

ウェアで高い知名度を有します。 

 

USB 
Universal Serial Bus の略。USB はプラグアンドプレイホストコンピュータとのインターフェース

デバイスへのシリアルバス規格です 。 
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10.6 製品仕様 

 

  

型名
TNV-R4PW

4入力 4K PoE対応ネットワークレコーダー
TNV-R8PW

8入力 4K PoE対応ネットワークレコーダー
TNV-R16PW

16入力 4K PoE対応ネットワークレコーダー

4ch 8ch 16ch

オーディオ

入力帯域幅 50Mbps 128Mbps 112Mbps

出力帯域幅 64Mbps 128Mbps 96Mbps

録画解像度

HDMI出力解像度

VGA出力解像度

オーディオ出力

デコーディングフォーマット

ライブビュー/再生解像度

同時再生(Max)※1 4ch(2MP) 2ch(3MP,4MP) 1ch(5MP,8MP) 8ch(2MP) 4ch(3MP,4MP,5MP) 3ch(8MP) 12ch(2MP) 4ch(3MP,4MP,5MP) 3ch(8MP)

キャパシティ 4k:30fps, 4MP:62fps, 2MP:120fps 4k:45fps, 4MP:90fps, 2MP:180fps 4k:45fps, 4MP:90fps, 2MP:180fps

HDD(SATA) HDD(SATA) インターフェイス×1 HDD(SATA) インターフェイス×2 HDD(SATA) インターフェイス×2

容量
HDD（2TB)×1標準搭載 （最大10TB（10TB×
1）まで増設可能）

HDD（2TB)×1標準搭載 （最大20TB（10TB×
2）まで増設可能）

HDD（2TB)×1標準搭載 （最大20TB（10TB×
2）まで増設可能）

ネットワーク・インターフェイス RJ-45×1 10/100 Mbps （自動認識）

USBインターフェイス

アラーム入/出力 通信 入力X4 出力X1 RS-485 

インターフェイス RJ-45×4 RJ-45×8 RJ-45×16

最大消費電力 13W/ch（全ChTotal 45Wまで) 13W/ch（全ChTotal 83Wまで) 13W/ch（全ChTotal 156Wまで)

サポート規格

電源 DC48V 1.2A（専用ACアダプター付属） DC48V 2.0A（専用ACアダプター付属） DC48V 3.75A（専用ACアダプター付属）

消費電力 最大4W（HDD除く） 最大5W（HDD除く） 最大8W（HDD除く）

動作温度

動作湿度

外形寸法 300(W)×51(H)×215.5(D)mm 

質量 約1.6kg（標準HDD2TB装着時） 約 3.0kg（標準HDD2TB装着時） 約 3.0kg（標準HDD2TB装着時） 

付属品

※１ 同時再生数Ch制限の解像度は各カメラの最高解像度に依存します。

最大8メガピクセル

1ch,RCA

1024*768, 1280*720, 1280*1024, 1440*900, 1920*1080 , 2560*1440, 3840*2160

1024*768, 1280*720, 1280*1024, 1440*900, 1920*1080

1ch, RCA 

8MP/5MP/3MP/2MP(1080p)/1.3MP(960p)/1.0MP(720p)/D1/CIF

IPビデオ入力

映像/オーディオ出力

ビデオ/音声
入力

ネットワーク

デコーディング

取扱説明書、ソフトウェアCD、ACアダプター、電源ケーブル、マウス

総合

外部
インターフェイス

H.265/H.264

RJ-45×1 100/1000 Mbps （自動認識）

フロントパネル：USB2.0X1,リアパネル：USB2.0X1

ハードディスク

入力X8 出力X1 RS-485 

8MP/5MP/3MP/2MP(1080p)/1.3MP(960p)/1.0MP(720p)/D1/CIF

PoE

10～90%(但し、結露しないこと)

378(W)×53(H)×324(D)mm 

-10～40ºC 

IEEE 802.3at, IEEE 802.3af

※製品の仕様は予告無く、変更することがあります。 
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10.8 免責について 
1. この商品は、カメラで監視している映像を録画・再生することを目的に作られたものです。

この商品単独で犯罪などを防止するものではありません。 

2. 弊社は如何なる場合も以下に関して一切の責任を負わないものとします。 

1) 本商品に関連して直接または間接的に発生した、偶発的、特殊、または結果的損

害・被害。 

2) お客様の誤使用や不注意による損害または本商品の破損等。 

3) お客様による本商品の分解、修理または改造が行われた場合、それに起因するか

どうかにかかわらず、発生した一切の故障または不具合。 

4) 本商品の故障・不具合を含む何らかの理由または原因により、映像が表示・記録ま

たは動体検知等ができないこと及び記録した情報が消失したことで被る不便・損害・

被害。 

5) 第三者の機器等と組み合わせたシステムによる不具合、あるいはその結果被る不

便・損害・被害。 

6) お客様による監視映像（記録を含む）が何らかの理由により公となりまたは監視目

的外に使用され、その結果生じた損害、被害。 

7) 被写体となった個人または団体等によるプライバシー侵害等を理由とするいかなる

賠償請求、クレーム等。 

8) 本商品の自動動体検知機能の誤検出、各検知機能の誤検出、または検出モレによ

る不具合、あるいはその結果被る不便・損害・被害。 

 




